
十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

令
和
３
年
12
月
19
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
９
０
１
会
議
室

交
通　

�

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員�

二
千
円（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般�

三
千
円　

学
生�

一
千
円

講
演
E
S
P
や
P
K
現
象
を
脳
波
で

解
明
す
る
!

　
　
　
　

講
師　

志
賀  

一
雅 

氏

E
S
P
や
P
K
現
象
は
現
代
科
学
で

は
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
充
分
に
解
明
さ

れ
な
い
ま
ま
未
科
学
現
象
と
し
て
好
奇

の
対
象
だ
け
で
片
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
日
常
の
生
活
で
は
E
S
P
や
P�

K
現
象
を
頻
繁
に
活
用
し
て
い
る
の
で

す
か
ら
、
計
測
可
能
な
脳
波
を
介
在
さ

せ
て
現
象
の
解
明
を
試
み
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
電
離
層
に
あ
る
ヴ
ァ
ン

ア
レ
ン
帯
の
プ
ラ
ズ
マ
振
動
に
よ
っ
て

発
生
す
る
4
種
類
の
電
磁
波
（7.8H

z,�

13.6H
z,�19.8H

z,�25.4H
z

）
と
脳
波

に
含
ま
れ
る
周
波
数
と
が
共
鳴
し
た
と

き
に
E
S
P
や
P
K
現
象
の
起
き
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
ア
カ

シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
の
よ
う
に
ヴ
ァ
ン
ア

レ
ン
帯
が
情
報
の
ク
ラ
ウ
ド
に
な
り
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
源
に
も
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
講
演
で
は
実
際
に
計
測
し

た
い
く
つ
か
の
デ
ー
タ
を
ご
覧
い
た
だ

き
ご
討
議
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

※
志
賀
一
雅
氏
は
ご
自
分
で
開
発
さ
れ

た
脳
波
測
定
器
で
永
年
、
多
く
の
ス
ポ

ー
ツ
選
手
、
芸
術
家
、
瞑
想
家
、
能
力

者
の
脳
波
測
定
を
さ
れ
、
そ
の
独
自
の

分
析
に
よ
り
、
多
く
の
発
見
を
さ
れ
、

論
文
も
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
多

く
の
有
名
な
企
業
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

の
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
貢
献

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
気
さ
く
で
お
話
も

大
変
分
か
り
や
す
い
先
生
で
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
、
知
人
を
お
誘

い
し
て
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
志
賀
一
雅
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
7
年　

東
京
生
ま
れ

1�
9
6
1
年　

電
気
通
信
大
卒�

松
下
電

器
入
社

1�

9
7
6
年　

東
大
工
学
部
計
数
工
学

科
で
α
波
研
究（
次
頁
に
続
く
）

◎
年
会
費
未
納
入
の
会
員
の
皆
様
へ

「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
3
、
4
月
号
」

に
年
会
費
納
入
用
の
郵
便
振
替
用
紙
を

同
封
致
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
未
了
の
会

員
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の

年
会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
し
て
、

現
在
会
計
も
厳
し
い
状
況
で
す
の
で
、

是
非
早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
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月 刊

第 号460
3−11･12

今
月
号
の
記
事

◎
十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
年
会
費
未
納
入
の
会
員
の
皆
様
へ

◎
新
刊
書
紹
介

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
11
月
～
１
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
44
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
第
6
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の

　

研
究
分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
令
和
3
年
度
通
常
総
会
の
報
告

◎
令
和
2
年
2
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅰ

◎
第
四
六
〇
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
六
一
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売

◎�

サ
イ
（
気
）
は
、
念
力
（
Ｐ
Ｋ
）
時
に

体
外
に
放
出
さ
れ
て
意
識
体
を
造
る

◎�

科
学
や
科
学
技
術
の
進
歩
・
発
展
に

つ
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
考
え
る



2

1�
9
8
3
年　

松
下
電
器
退
社�

脳
力
開

発
研
究
所
設
立�

現
在　

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
日
本

医
療
催
眠
学
会
顧
問
。

著
書　

奇
跡
の
《
地
球
共
鳴
波
動

7.8H
z

》
の
す
べ
て
（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）

他
多
数

※
十
一
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

★ 

新
刊
書
紹
介

竹
本 

良 

著「
宇
宙
人
革
命
」（
青
林
堂
）

学
生
時
代
か
ら
Ｕ
Ｆ
Ｏ
問
題
に
係
わ

っ
て
き
た
の
で
、
も
う
か
れ
こ
れ
45
年

に
も
な
る
。
何
冊
か
共
著
は
あ
る
も
の

の
、
単
独
で
書
い
た
著
作
は
な
か
っ

た
！
故
に
本
書
は
い
わ
ば
処
女
作
と
な

る
。
Ｕ
Ｆ
Ｏ
関
連
の
記
事
や
論
文
を
書

く
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
？

そ
れ
は
早
稲
田
大
学
卒
業
の
際
も
就

職
活
動
を
全
く
せ
ず
Ｕ
Ｆ
Ｏ
や
オ
ル
ゴ

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
に
明
け
暮
れ
て

い
た
私
が
、
森
脇
十
九
男
先
輩
と
共
同

執
筆
し
た
論
文
「
ダ
モ
ク
レ
ス
の
時
代

を
超
え
て
」
が
月
刊
ペ
ン
誌
1
9
7
9

年
6
月
号
（
5
／
5
発
売
）
に
掲
載
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
。
当
時
住
ん
で
い
た

下
北
沢
に
は
幾
つ
か
本
屋
さ
ん
は
あ
っ

た
が
、
一
番
近
く
の
小
さ
な
本
屋
さ
ん

が
ナ
ン
ト
数
学
者
広
中
平
祐
先
生
の

ご
関
係
の
書
店
で
、「
あ
の
～
、
広
中

先
生
に
渡
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し

ょ
う
か
？
」
と
い
う
と
、「
お
兄
さ
ん

に
渡
せ
ば
い
い
の
ね
？
」
と
処
女
論
文

掲
載
号
を
受
け
取
ら
れ
た
。「
若
い
の

だ
か
ら
な
ん
で
も
思
い
切
り
や
り
な

さ
い
！
」
が
広
中
先
生
の
ご
託
宣
だ
っ

た
！
以
来
、
45
年
間
猪
突
猛
進
で
タ
ッ

ク
ル
し
て
き
た
集
大
成
が
本
書
で
あ

る
。
御
笑
覧
く
だ
さ
い
ね
？

★
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
復
刻
版
第
1
巻

［
創
刊
号（
1
9
7
6
年
1
月
号
）～
第

15
号（
1
9
7
7
年
3
月
号
）］販
売
の

お
知
ら
せ

　

価
格　

1
0
0
0
円（
税
別
）

【
購
入
方
法
】

購
入
方
法
は
以
下
の
2
つ
の
方
法
が

有
り
ま
す
。

（
1
）Am

azon

で「
日
本
サ
イ
科
学
会
」

　

で
検
索
を
か
け
れ
ば
、
書
籍
が
表
示

　

さ
れ
、
注
文
で
き
ま
す
。

（
2
）一
般
書
店
で
購
入
す
る
方
法

　

�

書
店
に
左
記
書
籍
情
報
を
伝
え
、
注

文
し
て
く
だ
さ
い
。

※
プ
リ
ン
ト
・
オ
ン
・
デ
マ
ン
ド
出
版

の
た
め
、
店
頭
に
は
並
ん
で
い
ま
せ
ん
。

※
書
店
に
よ
っ
て
は
扱
え
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

【
書
籍
情
報
】

・��ISBN

：978 -4 -8150 -2308 -9

・�

書
名
：
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（PSIJ

）

復
刻
版
第
1
巻

・
著
者
名
：
日
本
サ
イ
科
学
会

・
出
版
社
名
：
デ
ザ
イ
ン
エ
ッ
グ
社

★ 

佐
々
木
茂
美
先
生
の
御
著
書
2
冊
の

ご
紹
介

◎�

佐
々
木
茂
美
・
苗
鉄
軍
著
「
心
と
物

質（
念
写
と
透
視
）」

・
電
子
書
籍（K

indle

版
）

　

価
格　

1
0
0
円（
税
込
）

◎�

佐
々
木
茂
美
著「
サ
イ（
気
）の
計
測

と
実
用
化
」

・
電
子
書
籍（K

indle

版
）

　

価
格　

2
5
0
円（
税
込
）

　
U
nlim

ited

（
読
み
放
題
）対
象
商
品

・�
紙
の
本（
デ
ザ
イ
ン
エ
ッ
グ
社
発
行
、

A
m
azon�PO

D

版
）

　

価
格　

1
2
8
0
円（
税
別
）

※�

い
ず
れ
の
書
籍
もA

m
azon

で「
佐
々

木
茂
美
」
で
検
索
す
れ
ば
ヒ
ッ
ト
し

ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ス
の『
気
』エ
ネ
ル
ギ
ー

を
防
御
す
る
に
は

　
　
　

講
師　

橋
本　

和
哉 

氏

�（
医
療
法
人
春
鳳
会 

は
し
も
と
内
科
外

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
、
医
師
、
医
学

博
士
）

日
時　

令
和
3
年
11
月
13
日（
土
）

　
　
　

13
：
30
～
17
：
00（
13
：
00
開
場
）

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

講
堂

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

�

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

　
　
　

非
会
員
三
千
円　

学
生
一
千
円

講
師
を
囲
む
懇
親
会

　
　
　

会
費
3
5
0
0
円　

定
員
15
名

※�

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の
「
参
加



3

予
約
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

http://ladies.jp/kps/
普
通
に
生
き
て
い
た
ら
、
知
ら
ず
と

も
何
ら
か
の
「
マ
イ
ナ
ス
（
有
用
で
な

い
）『
気
』
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
誰
し
も
が
受

け
て
い
ま
す
。
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

無
い
人
も
い
ま
す
が
、
倦
怠
感
な
ど
を

感
じ
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
相
談
に
応
じ
て
い

る
と
き
「
マ
イ
ナ
ス
の
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
？
」
と
い
っ
た

質
問
を
よ
く
受
け
ま
す
が
、
こ
れ
に
答

え
る
と
き
は
い
つ
も
戸
惑
い
ま
す
。
マ

イ
ナ
ス
の
「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
防
御

す
る
方
法
は
、
こ
れ
さ
え
や
れ
ば
Ｏ
Ｋ

と
い
う
も
の
で
な
い
か
ら
で
す
。

マ
イ
ナ
ス
の
「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

多
種
類
で
す
。
例
え
ば
特
定
の
電
磁
波

や
生
霊
（
い
き
り
ょ
う
）
の
「
気
」
エ
ネ

ル
ギ
ー
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
そ
の
影
響

を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
マ
イ
ナ
ス
の

「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
そ
の
種
類
に

よ
り
防
御
法
も
異
な
る
の
で
す
。
で
す

か
ら
、
ど
の
程
度
防
御
で
き
て
い
る
の

か
？　

も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。

マ
イ
ナ
ス
の
「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
、
防
御
の
知
識
が
あ
る
人
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
防
御
グ
ッ
ズ
を
手
首
、
指

輪
、
首
飾
り
な
ど
付
け
て
お
ら
れ
る
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
そ

れ
で
ど
の
程
度
、
防
御
出
来
て
い
る
の

か
？　

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
考
え
た
こ

と
が
無
い
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
に
は

3
割
、
４
割
程
度
の
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。

「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
何
か
を
分

か
ら
ず
に
人
か
ら
聞
い
た
知
識
だ
け
で

選
ん
だ
グ
ッ
ズ
は
、
ま
っ
た
く
効
果
が

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
グ
ッ
ズ

が
マ
イ
ナ
ス
の
「
気
」
を
吸
い
込
ん
で

い
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
マ
イ
ナ
ス
の「
気
」

を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ

の
グ
ッ
ズ
が
1
0
0
％
の
防
御
力
が

あ
る
か
？　

は
ぜ
ひ
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
防
御

グ
ッ
ズ
が
1
0
0
％
の
防
御
力
あ
る

物
だ
と
判
定
さ
れ
て
も
、
大
抵
は
部
分

的
な
防
御
し
か
で
き
て
い
な
い
こ
と
が

多
く
、
全
身
の
防
御
が
で
き
て
い
な
い

の
で
す
。
例
え
ば
、
上
半
身
だ
け
、
あ

る
い
は
左
側
だ
け
と
か
で
全
身
の
防
御

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
の
講
座
で
は
防
御
グ
ッ
ズ
を
ど

の
よ
う
に
選
べ
ば
よ
い
の
か
？　

ま
た

ど
の
よ
う
に
使
え
ば
全
身
防
御
で
き
る

の
か
？　

ま
た
、
日
常
よ
く
出
く
わ
す

マ
イ
ナ
ス
の
「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
の
考
え
方
、
防
御
グ
ッ
ズ
の
使
い

方
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。
ま
た
私
が

実
際
に
使
っ
て
い
る
防
御
グ
ッ
ズ
に
つ

い
て
も
紹
介
、
さ
ら
に
受
講
者
が
持
っ

て
お
ら
れ
る
防
御
グ
ッ
ズ
に
つ
い
て
も

チ
ェ
ッ
ク
い
た
し
ま
す
。

防
御
グ
ッ
ズ
を
既
に
使
っ
て
お
ら
れ

る
方
や
こ
れ
か
ら
防
御
グ
ッ
ズ
を
求
め

よ
う
と
考
え
て
お
ら
れ
る
方
、
ま
た
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
（
相
談
者
）
か
ら
マ
イ
ナ

ス
の
「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
や
す

い
タ
イ
プ
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
や
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
さ
ん
に
は
特
に
受
講
を
お
勧
め

し
ま
す
。

◎
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

橋
本
和
哉（
は
し
も
と 

か
ず
や
）氏

　

大
阪
府
生
れ
。
大
阪
大
学
医
学
部
大

学
院
修
了
。
医
学
博
士
。
医
療
法
人
春

鳳
会�

は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
理
事
長
。
内
科
、
神
経
内
科
、
漢
方

な
ど
を
専
門
と
し
、
臨
床
に
医
療
ヨ
ガ

や
気
功
を
取
り
入
れ
、
独
自
に
開
発
し

た
気
当
て
診
断
、
天
賜
気
功
で
原
因
不

明
の
疾
患
に
対
処
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

な
診
療
も
し
て
い
る
。

　

神
経
学
会
専
門
医
、
東
洋
医
学
会
専

門
医
、
内
科
学
会
認
定
医
、
温
泉
療
法

医
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
理
事
長
、
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
副
会
長
、
ホ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
医
学
研

究
会
理
事
。
著
書
に
「
医
師
が
語
る
霊

障
」（
創
芸
社
）
ほ
か
、
医
療
ヨ
ガ
に
関

す
る
書
籍
多
数
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

2
0
2
1
年
放
談
会
（
懇
親
会
）

日
時　

令
和
3
年
12
月
18
日（
土
）

　
　
　

14
：
00
～
17
：
00

参
加
費　

三
五
〇
〇
円（
飲
食
費
共
）

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂
2
F

電
話　

0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

交
通　

阪
堺
電
車「
松
虫
駅
」下
車

　

す
ぐ
、
地
下
鉄
「
阿
倍
野
駅
」
か
ら

　

徒
歩
10
分

定
員　

15
名

　

サ
イ
現
象
の
体
験
、
研
究
成
果
な
ど

お
き
か
せ
く
だ
さ
い
。
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
非
会
員
の

方
、
ご
同
伴
者
も
歓
迎
で
す
。
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席
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
参

加
ご
希
望
の
方
は
、
関
西
日
本
サ
イ
科

学
会
公
式
サ
イ
ト
の
「
参
加
予
約
」
フ

ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

http://ladies.jp/kps/

※
十
二
月
の
研
究
集
会
は
お
休
み
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

「
デ
ジ
タ
ル
化
で
変
容
す
る
近
未

来
」
～
変
貌
す
る
世
の
中
。
備
え

は
万
全
か
～

　
　
　
　

講
師　

水
口　

清
一 

氏

　
　
　
　
　
　
　

竹
田　

稔
幸 

氏

日
時　

令
和
4
年
１
月
15
日（
土
）

　
　
　

13
：
30
～
17
：
00（
13
：
00
開
場
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿（
2
階
）

交�

通　

・
阪
堺
電
車
上
町
線
「
東
天
下

茶
屋
」駅
下
車
徒
歩
5
分

・
大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
「
昭
和
町
」

　

駅
か
ら
徒
歩
15
分

・
ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍
野
筋
沿

　

い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

　
　
　

非
会
員
三
千
円　

学
生
一
千
円

終
了
後
に
講
師
を
囲
む
懇
親
会

　
　
　

会
費
3
5
0
0
円　

定
員
15
名

※�

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本
サ

イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の
「
参
加
予

約
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

http://ladies.jp/kps/

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
44
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
9
回 
異
能
科
学
会
議 

テ
ー
マ　

ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト

賛
否
両
論
鳴
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ム

ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
計
画
」　

Ｐ
Ｓ
Ｉ
の
視
点

か
ら
眺
め
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
？

未
来
科
学
、PSIENC

E

か
ら
の
提
言
！

日
時　

令
和
3
年
12
月
26
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
2
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

一
般�

二
千
円

　

学
生
／
サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
一
千
円

　

宇
宙
人
0
円（
但
し
受
付
の
要
認
可
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※�

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

�

（
世
話
役　

阿
久
津��

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
６
回　

占
星
学
と
運
命
創
造

学
の
研
究
分
科
会

日
時　

令
和
４
年
１
月
30
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　
　
　

�

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員�

一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般�

二
千
円　

学
生�

一
千
円

※
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
後
述
の
★
欄

　

を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ご
参
加
予
約
願

　

い
ま
す
。

※�

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

テ
ー
マ

２
０
２
２
年
度
春
分
図
に
よ
る
未

来
予
測
と
個
人
の
運
勢
診
断

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範 

氏

　

西
洋
占
星
学
で
は
、
年
度
に
あ
た
る

1
年
間
（
春
分
の
日
か
ら
翌
年
の
春
分

の
日
ま
で
）
の
そ
の
国
の
運
勢
を
占
う

と
き
、
太
陽
が
ち
ょ
う
ど
春
分
点
（
牡

羊
座
0
度
）
に
き
た
と
き
の
そ
の
国
の

首
都
に
お
け
る
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
チ
ャ
ー

ト
（
春
分
図
）
を
描
い
て
診
断
致
し
ま

す
。
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
で
は
、

周
波
数
1
～
9
ま
で
の
「
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
・
チ
ャ
ー
ト
」
も
使
っ
て
、
よ
り
詳

細
な
診
断
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
2
0
2
0
年
度
の
春
分

図
の
診
断
は
そ
の
年
の
1
月
の
分
科
会

で
解
説
し
、
2
0
2
1
年
度
の
春
分
図

の
診
断
は
分
科
会
が
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期

さ
れ
た
の
で
、
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
の
メ
ル
マ
ガ
で
解
説
致
し
ま
し
た
。

　

2
0
2
0
年
度
は
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー

モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
β
」
に
お
け
る
ハ

ー
ド
な
周
波
数
4
と
周
波
数
8
の
チ
ャ

ー
ト
が
パ
ワ
ー
が
か
な
り
高
く
な
り
、

土
地
に
拘
わ
ら
ず
世
界
的
な
問
題
が
起

こ
る
こ
と
が
読
め
ま
し
た
。
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ま
た
2
0
2
1
年
度
は
、
1
月
12

日
発
行
の「
新�

ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
通
信�V

ol.4

」で

『
以
上
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の
今
後
を
判

断
し
ま
す
と
、（
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
チ

ャ
ー
ト
で
は
）
全
体
的
に
グ
ラ
ン
ド
ト

ラ
イ
ン
が
多
く
形
成
さ
れ
、
周
波
数

3
、
6
の
パ
ワ
ー
が
高
い
の
と
、
ハ
ー

ド
な
方
の
周
波
数
8
で
上
記
の
海
王
星

の
絡
む
2
つ
の
調
和
三
角
形
が
形
成
さ

れ
る
の
で
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
等
で
、

新
年
度
後
半
ま
で
に
は
か
な
り
収
束
さ

れ
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。』

と
配
信
致
し
ま
し
た
。

https://astro-h.com
/2021/01/11/

2021-vernal-equinox-harm
onic-ch

art/

　

今
回
も
2
0
2
2
年
3
月
20
日
0

時
34
分
の
春
分
図
に
つ
い
て
、「
ホ
ロ

ス
コ
ー
プ
チ
ャ
ー
ト
」
と
「
ア
ス
ト
ロ

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
β
」
を
使
っ

て
、
主
に
2
0
2
2
年
度
の
日
本
の

診
断
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　

ま
た
西
洋
占
星
学
の
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス

理
論
に
基
づ
く
当
会
独
自
の
「
ア
ス
ト

ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
S
」（
月

運
チ
ャ
ー
ト
）
を
使
っ
て
、
参
加
者
の

運
勢
診
断
を
致
し
ま
す
。

　

参
加
者
個
人
別
に
今
後
18
ヶ
月
の
月

運
チ
ャ
ー
ト
を
配
布
し
て
見
方
を
説
明

し
、
自
由
に
質
問
を
受
け
な
が
ら
、
個

人
の
運
勢
診
断
を
分
か
り
や
す
く
解
説

致
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
水
星
、
金
星
、
火
星
、
木

星
、
土
星
の
2
0
2
2
年
1
月
～

2
0
2
3
年
6
月
に
か
け
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
星
が
通
過
す
る
星
座
運
行
に
よ

る
、
比
較
的
短
周
期
の
環
境
運
の
見
方

と
対
処
法
も
解
説
致
し
ま
す
。

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
以
下
★
の
2
つ

の
場
合
を
見
て
、
お
申
込
み
願
い
ま

す
。

◎
瀬
尾
泰
範
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

静
岡
県
清
水
市
（
現
静
岡
市
）
生
ま

れ
。
西
洋
占
星
学
を
40
年
以
上
研
究
、

か
つ
プ
ロ
と
し
て
診
断
も
し
、
70
年
代

に
英
国
のJogn�M

.�A
ddey

氏
が
提

唱
し
た
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論
を
発
展
さ

せ
て
、
独
自
の
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ

ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」
を
使
い
、
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
や
才
能
、
運
勢
等
の
新
し
い
診

断
法
を
確
立
し
た
。

　

一
般
人
レ
ベ
ル
の
念
動
力
も
測
定

で
き
る
「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
メ
ー
タ

ー
」
を
開
発
し
、
Ｐ
Ｋ
・
Ｅ
Ｓ
Ｐ
能
力

の
養
成
も
指
導
し
て
い
る
。

　
「
才
能
開
発
研
究
所
」、「
ア
ス
ト
ロ

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
」
を
主
宰
、
日
本
サ
イ

科
学
会
理
事
。

★�

既
に
分
科
会
に
参
加
さ
れ
て
、
当
会

の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）

を
お
持
ち
の
皆
様
へ

　

分
科
会
で
は
参
加
者
ご
本
人
（
あ
る

い
は
ご
子
息
等
）
の
月
運
診
断
チ
ャ
ー

ト
18
ヶ
月
分
を
当
日
配
布
し
、
診
断
に

利
用
致
し
ま
す
。

　

配
付
資
料
準
備
の
た
め
令
和
４
年
１

月
23
日
（
日
）
ま
で
に
「
１
月
30
日
分

科
会
参
加
希
望
」と
書
い
て

office
21

@
psij.m

ail-box.ne.jp　

宛

て
に
メ
ー
ル
送
信
い
た
だ
く
か
、

Ｆ
Ａ
Ｘ�

０
４
７
・
３
３
０
・
４
０
９
１

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
願
い
ま
す
。

★
初
め
て
ご
参
加
の
皆
様

　

参
加
者
ご
本
人
（
あ
る
い
は
ご
子
息

等
）
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
図
）
と

月
運
診
断
チ
ャ
ー
ト
18
ヶ
月
分
を
当
日

配
布
し
て
、
診
断
に
利
用
致
し
ま
す
。

　

配
付
資
料
準
備
の
た
め
令
和
４
年
１

月
23
日
（
日
）
ま
で
に
「
１
月
30
日
分

科
会
参
加
希
望
」
＋
以
下
の
出
生
デ
ー

タ
を
書
い
て

office
21

@
psij.m

ail-box.ne.jp　

宛

て
に
メ
ー
ル
送
信
い
た
だ
く
か
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
７
・
３
３
０
・
４
０
９
１
に

Ｆ
Ａ
Ｘ
願
い
ま
す
。

　
☆
出
生
デ
ー
タ
☆

◎
氏
名

◎
氏
名
の
読
み
方

◎
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

◎
電
話
番
号

◎
西
暦
で
の
生
年
月
日

◎ 

出
生
時
刻
（
午
前
・
午
後
○
時
○
分

ま
で
分
か
れ
ば
、
よ
り
診
断
が
正
確

に
な
り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
場
合

は
不
明
と
記
し
て
く
だ
さ
い
）

◎
出
生
地
（
都
道
府
県
・
郡
市
区
町
村

　

・
町
名
と
番
地
ま
で
分
か
れ
ば
ベ
ス

　

ト
で
す
→
こ
ち
ら
で
緯
度
と
経
度
を

　

出
し
ま
す
。）

※
昨
年
12
月
21
日
に
創
刊
さ
れ
ま
し
た

占
星
学
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ア
ス
ト

ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
通
信
」
は
毎
週
月
曜

日
に
配
信
し
て
お
り
ま
す
。

内
容
は

・
運
命
創
造
学
に
基
づ
く
指
針

・
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト

　

に
よ
る
翌
週
の
社
会
全
体
運
診
断

　
（
占
星
学
的
六
曜
）

・
瀬
尾
泰
範
の
ブ
ロ
グ

・
西
洋
占
星
学
、
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論

　

の
基
礎
か
ら
の
レ
ッ
ス
ン
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等
で
す
。
分
科
会
参
加
者
に
は
す
べ
て

配
信
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
分
科
会

に
参
加
で
き
な
い
方
も
配
信
希
望
を
歓

迎
致
し
ま
す
。

offi
ce21@

psij.m
ail-box.ne.jp

宛
て
に
「
占
星
学
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

希
望
」と
書
い
て
送
信
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
3
年
度
通
常
総
会
の
報
告

日
本
サ
イ
科
学
会　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

会
長　

浪
平 

博
人

◎
令
和
2
年
度
本
部
事
業
報
告

1�

．
会
員
の
現
状
（
令
和
3
年
8
月
末

現
在
）

　
　

名
誉
会
員　
　
　
　

１
名　

　
　

維
持
会
員　
　
　
　

3
名　

　
　

正
会
員　
　
　

1
3
7
名

　
　

学
生
会
員　
　
　
　

19
名

　
　

準
会
員　
　
　
　
　

33
名

　
　

合
計　
　
　
　

1
9
3
名

2
．
講
演
会
、
研
究
集
会

　

本
部
は
10
月
の
「
第
29
回
全
国
大

会
」
を
含
み
、
計
7
回
の
例
会
・
分
科

会
を
開
催
し
た
。

◎
本
部
例
会
・
大
会（
敬
称
略
）

令
和
2
年

7�

月
19
日
（
日
）「
不
思
議
体
験
談
、
写

真
映
像
発
表
・
討
論
会
」

9�

月
19
日
（
土
）
山
崎�

正
男
「
多
能
性

幹
意
識
の
誘
導
に
よ
る
超
能
力
の
覚

醒
と
シ
ー
タ
ー
波
の
脳
波
（
i
P
T

意
識
）」

10
月
24
日（
土
）第
29
回
全
国
大
会

　

�「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
：
サ
イ
と

免
疫
力
～
ガ
ン
・
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘

い
も
含
め
て
～
」

◎
分
科
会

☆
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

　
（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

令
和
2
年

7�

月
23
日（
木
）第
40
回「
第
14
回
U
F

　

O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

12�

月
20
日
（
日
）
第
41
回
「
第
8
回
異

能
科
学
会
議
」

令
和
3
年

3�

月
28
日
（
日
）
第
42
回
「
第
3
回
ソ

ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

☆
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会

　
（
世
話
役　

小
林�

信
正
）

令
和
2
年

10�

月
31
日
（
土
）
第
11
回
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
研
究
分
科
会

☆
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科

　

会（
世
話
役　

瀬
尾�

泰
範
）

令
和
3
年

1�

月
17
日
（
日
）
第
6
回
占
星
学
と
運

命
創
造
学
の
研
究
分
科
会
（
緊
急
事

態
宣
言
に
よ
り
延
期
）

3
．
通
常
総
会

　

�

令
和
2
年
9
月
19
日（
土
）北
と
ぴ
あ

9
0
1
会
議
室
で
開
催

4
．
全
国
理
事
会
・
評
議
員
会

　

�

令
和
2
年
9
月
19
日（
土
）北
と
ぴ
あ

9
0
1
会
議
室
で
開
催

5�

．
本
部
理
事
会
（
第
2
2
1
回
）
を

7
月
に
1
回
開
催
し
た
。

6
．
出
版
物　

　

�「
サ
イ
科
学
」
第
42
巻
第
1
号
を
発

行
し
た
。　
　

　

�「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」第
4
5
1
号
か

ら
第
4
5
6
号
ま
で
を
発
行
し
た
。

◎
令
和
3
年
度
本
部
事
業
計
画

・�
10
月
23
日
（
土
）
に
創
立
45
周
年
記

念
大
会（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ「
サ

イ
と
瞑
想
」）開
催
す
る
。

・�

本
部
例
会
を
3
回（
4
、
12
、
2
月
）

開
催
す
る
。

・�

宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
を
3
回

（
7
、
12
、
3
月
）開
催
す
る
。

・�

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
を
2

回（
5
、
11
月
）開
催
す
る（
延
期
）。

・�

占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科

会
を
1
回（
1
月
）開
催
す
る
。

・�

本
部
理
事
会
を
4
回
（
4
、
8
、

12
、
2
月
）開
催
す
る
。

・�

全
国
理
事
会
評
議
員
会
、
通
常
総
会

を
1
回（
9
月
）開
催
す
る
。

・�

サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
6
回
発
行
す
る
。

・
論
文
集「
サ
イ
科
学
」を
発
行
す
る
。

・
公
式
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。

・�「
心
を
科
学
す
る
博
物
館　

サ
イ
科

学
遺
産
」の
資
料
を
整
備
す
る
。

・
そ
の
他

○
活
動
方
針
と
し
て

・
刊
行
物
に
種
々
の
分
野
の
解
説
・
応

　

用
や
新
鮮
な
情
報
を
増
や
す
。

・�

会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
例
会
等

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
活
用
す
る
。

・�

謎
、
不
可
思
議
と
思
え
る
ミ
ス
テ
リ

ー
写
真
や
映
像
な
ど
を
募
集
し
、
展

示
発
表
す
る
。

・�

体
験
型
や
セ
ミ
ナ
ー
（
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
型
）の
例
会
を
開
催
す
る
。

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
公
式
サ
イ
ト
や

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
。

・�

雑
誌
等
の
告
知
欄
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
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ン
に
行
事
の
予
告
を
載
せ
て
い
く
。

・�
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会
と
の
連
携
を

深
め
る
。

・
地
方
か
ら
も
講
師
を
招
く
。

・�

理
事
や
若
手
の
幹
事
（
理
事
候
補
）、

評
議
員
を
増
や
す
。

・
そ
の
他

�

◎
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

佐
佐
木　

康
二

◎
2
0
2
0
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

2
0
2
0
年

4�

月
11
日　

第
2
3
0
回
研
究
会
総

会（
磁
流
研
究
室
）

＊�

2
0
1
9
年
度
事
業
報
告
、
2�

0�

2�

0
年
度
事
業
計
画

＊�「
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
原
理
、
ヒ
ー
ラ
ー

が
や
っ
て
い
る
こ
と
」佐
佐
木
康
二

6�

月
13
日　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
延
期

（
第
2
3
1
回
研
究
会
）

8�

月
8
日　

第
2
3
1
回
研
究
会
（
日

立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台
）

＊�「
真
の
霊
能
発
揮
の
た
め
の
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
～
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
抑
制
実
験
を
と
お
し
て
～
」　

佐
佐
木
康
二

10�

月
10
日　

第
2
3
2
回
研
究
会
（
せ

ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
）

＊�「
月
の
魔
力
」　

佐
佐
木
康
二

12�

月
12
日　

第
2
3
3
回
研
究
会
（
せ

ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
）

＊�「
霊
能
は
善
か
ら
生
ま
れ
る　

真
の

霊
能
発
揮
の
た
め
の
究
極
の
方
法
」

　

佐
佐
木
康
二

2
0
2
1
年

2�

月
13
日　

第
2
3
4
回
研
究
会
（
仙

台
市
民
会
館
）

＊�「
歴
史
は
神
々
の
競
合
で
動
く
」　

佐
佐
木
康
二

◎
2
0
2
1
年
度
事
業
計
画

　

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
創
始
者

岡
田
幸
千
生
が
掲
げ
た
目
的
、「
聖
人

及
び
超
能
力
者
の
先
人
た
ち
を
出
来
る

だ
け
深
く
探
求
し
て
、
誰
で
も
本
来
的

に
持
っ
て
い
る
は
ず
の
超
能
力
を
万
人

に
成
長
さ
せ
て
人
類
の
活
動
能
力
を
本

質
的
に
高
め
る
こ
と
」
を
今
後
も
目
指

し
、
次
の
事
業
を
行
う
。

1
．
定
例
研
究
会
の
開
催

　

定
例
研
究
会
を
偶
数
月
第
2
土
曜
日

に
開
催
す
る
。
先
人
や
研
究
者
の
成
果

を
学
び
、
ま
た
各
人
の
知
恵
と
知
識
を

持
ち
寄
る
。
サ
イ
科
学
関
係
の
著
名
人

の
講
演
会
等
は
計
画
と
し
て
は
準
備
せ

ず
、
機
会
が
あ
る
折
り
に
考
慮
す
る
。

2
．「
東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
研
究
抄

録
」の
編
集

3
．
長
期
研
究
テ
ー
マ
の
推
進

　

サ
イ
現
象
の
観
測
量
化
、
気
・
意
識

の
種
類
の
見
分
け
方
、「
念
写
」写
真
・

「
オ
ー
ブ
」
画
像
等
の
分
析
・
検
証
、

意
識
純
化
・
宇
宙
意
識
へ
の
目
覚
め
、

地
震
予
知
、
数
秘
術
・
秘
数
の
科
学
性

の
研
究
、
フ
リ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
装
置

の
研
究
、
過
去
世
・
霊
性
・
霊
能
の
研

究
、
食
と
サ
イ
能
力
の
関
係
の
研
究

4
．
講
演
会
等
の
開
催

　
「
念
写
実
験
」
等
の
テ
ー
マ
で
8
月

に
実
験
会
を
開
催
す
る

5
．
会
推
進
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
本
部

会
員
・
会
員
の
勧
誘

6
．「
岡
田
文
庫
」（
福
来
心
理
学
研
究

所
と
の
共
同
事
業
）
及
び
ビ
デ
オ
資
料

等
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
・
管
理

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

眞
野　

博
英

◎
2
0
2
0
年
度
事
業
報
告

　

2
回
の
研
究
集
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

◎
2
0
2
1
年
度
事
業
計
画

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
現
時
点
で
研
究

集
会
は
未
定
で
す
。

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

会
長　

佐
藤　

禎
花

◎
令
和
2
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

令
和
2
年

6�

月
28
日（
日
）テ
ー
マ『
マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
・
セ
ル
フ
ケ
ア
』佐
藤
禎
花

7�

月
26
日
（
日
）
テ
ー
マ
『
神
道
の
呼

吸
法
と
神
道
の
霊
魂
観　

人
体
の
生

理
作
用
と
心
理
作
用
と
心
霊
作
用
』

　

佐
藤
禎
花

9�

月
6
日
（
日
）
テ
ー
マ
『
心
の
不
調
、

ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い
精
神
力
は
食

事
か
ら
』佐
藤
禎
花

12�

月
13
日
（
日
）
テ
ー
マ
『
嗅
覚
と
オ

ー
ラ
オ
イ
ル（
ア
ロ
マ
）』佐
藤
禎
花

令
和
3
年

3�

月
28
日（
日
）テ
ー
マ　

佐
々
木
茂
美

著
サ
イ（
気
）の
計
測
と
実
用
化
よ
り

『
氣（
サ
イ
）の
基
礎
知
識
』

　

佐
藤
禎
花

◎
令
和
3
年
度
事
業
計
画（
敬
称
略
）

令
和
3
年

4
月
25
日
（
日
）
テ
ー
マ
『
祈
り
の
力

　

村
上
和
雄
先
生
追
悼
』佐
藤
禎
花

5
月
16
日（
日
）

第
1
部
『
オ
キ
シ
ト
シ
ン
と
皮
膚
』　

第
2
部
『
福
来
友
吉
「
念
写
」
に
つ　

い
て
』佐
藤
禎
花
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6�
月
27
日
（
日
）
テ
ー
マ
『
心
の
使
い

方
に
よ
る
体
の
変
化
』佐
藤
禎
花

※�

令
和
3
年
7
月
以
降
は
、
不
定
期
に

て
定
例
会
開
催
予
定

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

和
田　

高
幸

◎
2
0
2
0
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

2
0
2
0
年
度

4
月
～
5
月
は
休
会

6�

月
20
日　

第
4
4
9
回
研
究
集
会

（
会
場
：
ま
つ
む
し
音
楽
堂
）

　

�「
病
め
る
地
球
の
処
方
箋　

～
2�

0�

2�

0
年
は
大
転
換
期
」小
澤
頼
仁

7�

月
19
日　

第
4
5
0
回
研
究
集
会

（
会
場
：
ま
つ
む
し
音
楽
堂
）

　
「
死
ぬ
ま
で
元
気
で
生
き
ら
れ
る
場

　

の
医
学
健
康
法
」生
一
智
之

9�

月
19
日�　

第
4
5
1
回
研
究
集
会

　
（
会
場
：
ま
つ
む
し
音
楽
堂
）

　

�「
知
ら
れ
ざ
る
童
謡（
わ
ざ
う
た
）の

世
界　

～
童
謡
は
言
霊
の
結
晶
」

慈
の（
よ
し
の
）　

ピ
ア
ノ
は
津
村
和
泉

10�

月
17
日　

第
4
5
2
回
研
究
集
会

（
会
場
：
ま
つ
む
し
音
楽
堂
）

　

�「
現
役
医
師
が
体
験
し
た
未
知
の
サ

イ
現
象
に
つ
い
て　

～
U
F
O
の

目
撃
を
巡
る
異
常
体
験
と
身
体
的
影

響
な
ど
」高
木
伴
幸

11�

月
21
日　

第
4
5
3
回
研
究
集
会

（
会
場
：
大
阪
市
立
阿
倍
野
学
習
セ

ン
タ
ー
講
堂
）

　

�「
人
生
の
質
を
高
め
る『
魂
』リ
ー
デ

ィ
ン
グ
」橋
本
和
哉

2
0
2
1
年

1�

月
16
日　

第
4
5
4
回
研
究
集
会

（
会
場
：
阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿
）

　

�「
ど
う
な
る
2
0
2
1
年
、
そ
し
て

近
未
来
社
会
は
～
新
し
い
文
明
の
始

ま
り
を
予
感
」水
口
清
一

2�
月
20
日　

第
4
5
5
回
研
究
集
会

（
会
場
：
阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿
）

　

�「
宇
宙
の
響
き
で
生
き
る　

～
『
ゼ

ロ
磁
場
発
生
装
置
』の
神
秘
」

　

上
森
三
郎

3�

月
20
日　

第
4
5
6
回
研
究
集
会

（
会
場
：
阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿
）

　
「
出
口
王
仁
三
郎
と
霊
界
物
語
」

　

出
口
孝
樹

◎
2
0
2
1
年
度
事
業
計
画（
敬
称
略
）

2
0
2
1
年

4�

月
17
日　

第
4
5
7
回
研
究
集
会

（
会
場
：
阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿
）

　
「
地
球
外
生
命
体
が
人
類
の
祖
先
だ

　

っ
た
!
?
」上
部
一
馬

　
（
5
月
は
休
会
）

7�

月
17
日　

第
4
5
8
回
研
究
集
会

（
会
場
：
阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿
）

　

�『
政
木
「
磁
気
治
療
器
」
の
現
在
（
い

ま
）
～
政
木
和
三
（
ま
さ
き
・
か
ず

み
）
先
生
（
元
阪
大
工
学
部
工
作
セ

ン
タ
ー
長
）
と
の
ご
縁
に
始
ま
っ
た

私
の
現
在
～
』北
野
幸
治

8�

月
14
日　

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　

�

夏
季
放
談
会
（
会
場
：
ま
つ
む
し
音

楽
堂
）

9�

月
18
日　

第
4
5
9
回
研
究
集
会

（
会
場
：
阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿
）

　
「
コ
ロ
ナ
禍
の
深
層
」井
上
正
康

10�

日
16
日　

第
4
6
0
回
研
究
集
会

（
会
場
：
阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿
）

　

�「
数
字
で
読
み
解
く
ヒ
ト
と
セ
カ
イ
、

ミ
ラ
イ
」難
波
双
六

※
研
究
集
会　

11
月
以
降
は
未
定

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

伽
羅

◎
令
和
2
年
度
事
業
報
告

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
研
究
集
会
は
未

開
催
で
す
。

◎
令
和
3
年
度
事
業
計
画（
敬
称
略
）

令
和
3
年

11�

月
9
日
（
日
）
九
州
日
本
サ
イ
科
学

会
新
会
長
あ
い
さ
つ

　

�

テ
ー
マ
「
近
年
の
霊
界
の
事
情　

～

ま
だ
本
に
は
載
っ
て
い
な
い
最
近
の

話
し
～　

を
皆
で
楽
し
く
意
見
交
換

し
合
い
ま
し
ょ
う
」
会
場　

博
多
駅

前
貸
会
議
室（
八
百
治
ビ
ル　

エ
イ
ム

ア
テ
イ
ン
貸
会
議
室
5
・
I（
ア
イ
）

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ　

森
安
前
九
州
日
本

サ
イ
科
学
会
会
長　

お
よ
び　

伽
羅

※
以
後
の
活
動
は
九
州
日
本
サ
イ
科
学

会
の
皆
様
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
進
め

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

［
令
和
２
年
度
決
算
報
告
］

項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額
会費 1,600,000 会費（正） 1,256,000 ジャーナル発行 600,000 562,100 会費 1,500,000 ジャーナル発行 500,000
例会 400,000 会費（学生） 120,000 会誌発行 300,000 264,000 例会 300,000 会誌発行 250,000
寄付 400,000 会費（準） 145,000 人件費 920,000 1,065,000 寄付 400,000 人件費 1,000,000
本・他 100,000 会費（維持） 40,000 例会会場費 150,000 77,995 本・他 50,000 例会会場費 150,000
繰越金 1,377,527 会費（賛助） 0 講師謝礼 120,000 32,000 繰越金 1,384,723 講師謝礼 120,000
合計 3,877,527 入会費 6,000 事務用品 120,000 151,626 合計 3,634,723 事務用品 120,000

例会収入 226,000 郵送・配送料 50,000 41,811 郵送・配送料 50,000
本会寄付 702,000 通信費 40,000 46,292 通信費 40,000
本・他 34,440 会議・打合せ 60,000 25,998 会議・打合せ 60,000
広告料 0 交通費 10,000 0 交通費 10,000
前年度繰越金 1,377,527 事務所維持費 150,000 144,152 事務所維持費 150,000
合計 3,906,967 郵便・銀行振込料 2,000 6,820 郵便・銀行振込料 7,000

予備（予稿集印刷代） 100,000 104,450 予備 100,000
来期繰越金 1,255,527 1,384,723 来期繰越金 1,077,723
合計 3,877,527 3,906,967 合計 3,634,723

９頁　１段右側 ９頁　１段左側

収入 支出 収入 支出

８頁　４段
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［
令
和
３
年
度
予
算
］

令
和
3
年
度
日
本
サ
イ
科
学
会
役
員

構
成（
＊
印
は
新
任
ま
た
は
改
選
）

名
誉
会
員　

品
川�

次
郎

特
別
会
員　

�

ト
レ
イ
シ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ

　
　
　
　
　
（T

racey�A
sh

）

名
誉
会
長　

佐
々
木�

茂
美

会
長　
　
　

浪
平�

博
人

理
事
長　
　

久
保
田�

昌
治

副
理
事
長　

小
林�

信
正

顧
問　
　
　

品
川�

次
郎

地
方
会
長
兼
理
事

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
名
誉
会
長　
　

　

河
野�
明
夫

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
佐
木�

康
二

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

眞
野�

博
英

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
藤�

禎
花

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

和
田�

高
幸

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

伽
羅
＊

理
事（
常
任
理
事
を
含
む
）

　

阿
久
津�

淳
、
石
川�

允
朗
、

　

大
木�

高
伸
、
小
林�

泰
樹
＊
、

　

小
牧�

昭
一
郎
、
志
賀�

一
雅
＊
、

　

徳
永�

康
夫
＊
、
中
島�

敏
樹
＊
、

　

鯰
江�

勇
＊
、
橋
本�

和
哉
、

　

苗�

鉄
軍
＊
、
渡
辺�

宙
明
＊

幹
事　

小
澤�

佳
彦

評
議
員

　

占
部�

浩
一
、
瓜
生�

昌
代
司
＊
、

　

鴨
川�

裕
司
＊
、
川
村�

隆
夫
＊
、

　

小
林�

隆
文
＊
、
佐
藤�

ひ
ろ
子
＊
、

　

谷
口�

五
月
＊
、
飛
田�

洋
子
、

　

三
浦�

良
江
＊
、

監
事　

未
定

◎
基
幹
論
文
賞
表
彰

基
幹
論
文
賞

　

東
京
都　

久
保
田�

昌
治�

殿

本
会
は
定
款
細
則
第
十
八
条
に
よ
り
総

会
の
議
を
経
て　

貴
下
の
研
究
活
動
に

対
し
基
幹
論
文
賞
を
贈
り　

感
謝
の
意

を
表
し
ま
す

令
和
3
年
10
月
23
日

日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　

浪
平�

博
人

題
目
「
強
電
解
水
の
活
性
化
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
解
明
」

水
を
強
電
解
す
る
と
水
の
電
気
分
解
が

起
こ
る
と
同
時
に
電
離
反
応
が
進
み

電
気
伝
導
度
の
向
上
や
構
造
変
化
が
起

こ
り
活
性
水
の
機
能
に
大
き
く
寄
与
す
る

※
今
年
度
の
表
彰
式
は
10
月
23
日（
土
）

創
立
45
周
年
記
念
大
会
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
２
年
２
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」
を
基

に
し
た
生
命
創
造
の
基
礎
構
造

（
仮
説
）
に
よ
る
意
識
体
ゼ
ロ
化

を
可
能
に
す
る
ヒ
ー
リ
ン
グ
メ

ソ
ッ
ド

　
　

講
師　

ア
マ
ナ（
呉
清
恵
） 

氏

今
日
は
、
無
か
ら
有
、
０（
ゼ
ロ
）か

ら
現
象
界
に
形
や
生
命
が
生
ま
れ
る
基

本
原
理
に
つ
い
て
、
私
自
身
カ
タ
カ
ム

ナ
の
理
解
に
基
づ
く
仮
説
に
つ
い
て
お

話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。「
カ
タ
カ

ム
ナ
潜
象
物
理
」は
膨
大
な
の
で
す
が
、

今
日
は
そ
の
内
の
ほ
ん
の
基
礎
に
つ
い

て
、
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額
会費 1,600,000 会費（正） 1,256,000 ジャーナル発行 600,000 562,100 会費 1,500,000 ジャーナル発行 500,000
例会 400,000 会費（学生） 120,000 会誌発行 300,000 264,000 例会 300,000 会誌発行 250,000
寄付 400,000 会費（準） 145,000 人件費 920,000 1,065,000 寄付 400,000 人件費 1,000,000
本・他 100,000 会費（維持） 40,000 例会会場費 150,000 77,995 本・他 50,000 例会会場費 150,000
繰越金 1,377,527 会費（賛助） 0 講師謝礼 120,000 32,000 繰越金 1,384,723 講師謝礼 120,000
合計 3,877,527 入会費 6,000 事務用品 120,000 151,626 合計 3,634,723 事務用品 120,000

例会収入 226,000 郵送・配送料 50,000 41,811 郵送・配送料 50,000
本会寄付 702,000 通信費 40,000 46,292 通信費 40,000
本・他 34,440 会議・打合せ 60,000 25,998 会議・打合せ 60,000
広告料 0 交通費 10,000 0 交通費 10,000
前年度繰越金 1,377,527 事務所維持費 150,000 144,152 事務所維持費 150,000
合計 3,906,967 郵便・銀行振込料 2,000 6,820 郵便・銀行振込料 7,000

予備（予稿集印刷代） 100,000 104,450 予備 100,000
来期繰越金 1,255,527 1,384,723 来期繰越金 1,077,723
合計 3,877,527 3,906,967 合計 3,634,723

９頁　１段右側 ９頁　１段左側

収入 支出 収入 支出

８頁　４段

項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額
会費 1,600,000 会費（正） 1,256,000 ジャーナル発行 600,000 562,100 会費 1,500,000 ジャーナル発行 500,000
例会 400,000 会費（学生） 120,000 会誌発行 300,000 264,000 例会 300,000 会誌発行 250,000
寄付 400,000 会費（準） 145,000 人件費 920,000 1,065,000 寄付 400,000 人件費 1,000,000
本・他 100,000 会費（維持） 40,000 例会会場費 150,000 77,995 本・他 50,000 例会会場費 150,000
繰越金 1,377,527 会費（賛助） 0 講師謝礼 120,000 32,000 繰越金 1,384,723 講師謝礼 120,000
合計 3,877,527 入会費 6,000 事務用品 120,000 151,626 合計 3,634,723 事務用品 120,000

例会収入 226,000 郵送・配送料 50,000 41,811 郵送・配送料 50,000
本会寄付 702,000 通信費 40,000 46,292 通信費 40,000
本・他 34,440 会議・打合せ 60,000 25,998 会議・打合せ 60,000
広告料 0 交通費 10,000 0 交通費 10,000
前年度繰越金 1,377,527 事務所維持費 150,000 144,152 事務所維持費 150,000
合計 3,906,967 郵便・銀行振込料 2,000 6,820 郵便・銀行振込料 7,000

予備（予稿集印刷代） 100,000 104,450 予備 100,000
来期繰越金 1,255,527 1,384,723 来期繰越金 1,077,723
合計 3,877,527 3,906,967 合計 3,634,723

９頁　１段右側 ９頁　１段左側

収入 支出 収入 支出

８頁　４段
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そ
の
応
用
に
関
し
ま
し
て
は
、
量
子

世
界
に
は
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
「
非
局
所
性
」、

も
う
一
つ
は
「
観
察
者
効
果
」
で
す
。

そ
れ
で
は
「
見
る
」
と
い
う
事
が
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
、
に
つ
い
て
も
今
日

の
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
の
基
礎
講
話

の
お
話
を
通
し
て
、
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
か
な
と
思
い
ま
す
。「
見

る
」
と
い
う
事
を
通
し
て
、
ヒ
ー
リ
ン

グ
に
も
活
用
で
き
る
わ
け
で
す
。

本
当
の
結
論
の
結
論
は
、
生
命
創
造

の
基
礎
構
造
と
い
う
の
は
、
抽
象
的
な

レ
ベ
ル
で
申
し
上
げ
ま
す
と
、
正
三
角

形
四
つ
で
で
き
る
正
四
面
体
で
す
。
私

は
こ
れ
を
3
＋
1
の
構
造
と
言
っ
て
お

り
ま
す
が
、
そ
れ
が
生
命
創
造
の
プ
ロ

セ
ス
の
中
の
最
小
単
位
な
ん
で
す
ね
。

こ
れ
を
仮
説
と
し
て
提
示
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
だ

け
で
は
な
く
て
、
縄
文
土
器
の
模
様
の

解
釈
と
の
比
較
を
通
し
て
出
て
き
た
考

え
な
ん
で
す
。

こ
の
3
の
構
造
は
、
日
本
で
は
「
3

人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
」
と
か
「
ミ
ツ

ゴ
の
魂
1
0
0
ま
で
」
と
い
う
諺
が
あ

り
ま
す
。
で
は
2
人
あ
る
い
は
4
人
で

は
な
く
て
、
何
故
3
人
な
の
か
?
何

故
5
歳
ま
で
の
経
験
で
は
な
く
て
、
3

歳
ま
で
の
経
験
な
の
か
？
「
ミ
ツ
ゴ
」

と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
?

私
た
ち
は
あ
ま
り
考
え
な
い
で
、

「
三
度
目
の
正
直
」
と
い
っ
た
り
、

「
三
々
五
々
」
と
か
、
3
と
い
う
数
字

を
結
構
使
っ
て
お
り
ま
す
。
で
も
そ
の

本
当
の
意
味
は
理
解
し
て
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
縄
文
文
化
で
は
、
特
に
中

部
・
関
東
地
域
で
は
3
を
「
聖
数
」
と

し
て
扱
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
流
れ
が
文

化
の
基
底
と
な
っ
て
、「
ミ
ツ
ゴ
の
魂

1
0
0
ま
で
」
と
い
う
よ
う
な
諺
の
中

で
、
英
智
と
な
っ
て
、
引
き
継
が
れ
て

き
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

老
子
の
「
道
教
」
第
42
章
の
「
タ
オ

が
一
を
生
み
、
一
が
二
を
生
み
、
二
が

三
を
生
み
、
三
が
万
物
を
生
む
」
と
い

う
ふ
う
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

何
故
「
二
」
で
は
な
く
て
、「
三
」
が
万

物
を
生
む
の
か
？
そ
れ
に
つ
い
て
は
老

子
の
研
究
者
も
「
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
」
な

ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら「
三
」

と
い
う
の
は
、
深
い
意
味
が
あ
る
な
、

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
の
理
解

を
今
日
は
一
つ
の
仮
説
と
し
て
提
供
し

た
い
な
と
思
い
ま
す
。

自
己
紹
介
を
致
し
ま
す
と
、
私
は
現

在
大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所

客
員
研
究
員
と
し
て
所
属
し
て
お
り
ま

す
。
日
々
主
と
し
て
時
間
を
費
や
し
て

い
る
の
は
、「
ル
ミ
ナ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
」
の
個
人
事
業
主
と
し
て
、
ヒ
ー
リ

ン
グ
を
行
っ
た
り
、
そ
れ
を
教
え
た
り

も
し
て
お
り
ま
す
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

背
景
と
し
ま
し
て
は
、
大
阪
市
立
大
学

の
経
済
学
部
大
学
院
修
士
課
程
と
博
士

課
程
（
国
際
労
働
市
場
論
）
を
満
期
終

了
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
に
は
家
族
で
移
っ
て
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
統
合
学
研
究
所
で
統
合
学

（
文
化
人
類
学
）
博
士
と
し
て
研
究
そ

し
て
お
り
ま
し
た
。
英
語
の
著
書
を
基

に
し
て
、
昨
年
日
本
語
の
「
潜
象
の
サ

イ
エ
ン
ス
で
解
く　

縄
文
・
カ
タ
カ
ム

ナ
・
レ
イ
キ
」
と
い
う
一
般
向
け
の
本

も
出
版
し
ま
し
た
。

今
日
の
お
話
は
そ
の
内
容
と
ほ
ぼ
か

ぶ
る
の
で
す
が
、
プ
ラ
ス
α
と
し
ま
し

て
、
実
践
的
な
面
で
お
話
し
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
昔
社
会
運
動
を
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
子
供
を
産
ん
だ
後
、
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
の
事
故
が
起
こ
り
ま
し
て
、
そ

の
と
き
本
当
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、「
未

来
の
子
供
達
に
自
分
は
い
っ
た
い
何
を

遺
せ
る
ん
だ
ろ
う
か
」
と
非
常
に
悩
み

出
し
ま
し
た
。
社
会
を
変
革
す
る
と
き

の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
た
だ
批
判
し

て
と
い
う
や
り
方
で
は
な
く
て
、
違
う

や
り
方
は
な
い
か
と
探
し
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
カ
タ
カ
ム
ナ
文
献
に
出
会
い

ま
し
た
。
こ
の
カ
タ
カ
ム
ナ
文
献
は
自

分
に
と
っ
て
驚
き
で
あ
っ
て
、
結
局
大

学
で
の
研
究
や
社
会
運
動
も
全
部
や
め

て
イ
ン
ド
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
も

ら
っ
た
名
前
が
「
ア
マ
ナ
」
と
い
う
も

の
で
、
た
ま
た
ま
こ
の
「
ア
マ
ナ
」
と

い
う
の
が
カ
タ
カ
ム
ナ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
る
よ
う
な
言
葉
な
の
で
す
。
そ
れ

以
来
こ
の
名
前
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
バ
ー

ク
レ
ー
に
家
族
と
共
に
移
り
住
ん
で
、

約
15
年
く
ら
い
「
ラ
イ
ト
ボ
デ
ィ
の
活
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性
化
」
を
基
礎
に
し
た
ラ
イ
ト
ワ
ー
ク

を
学
び
実
践
し
、
レ
ズ
リ
ー
グ
レ
イ
と

の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
ワ
ー
ク
も
実
践
し

ま
し
た
。
博
士
課
程
の
研
究
の
傍
ら
、

個
人
や
グ
ル
ー
プ
に
冥
想
や
ヒ
ー
リ
ン

グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

私
が
何
の
た
め
に
こ
う
い
う
こ
と
を

し
て
い
る
の
か
と
申
し
ま
す
と
、
私
た

ち
人
間
が
忘
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
社
会
運
動

を
し
て
い
た
中
で
オ
ー
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ

（
主
流
の
方
法
に
変
わ
る
新
し
い
も
の
）

を
求
め
た
と
き
の
一
つ
の
解
答
だ
っ
た

ん
で
す
け
れ
ど
、
自
分
の
中
の
［
内
な

る
根
源
（
ア
マ
ナ
）
の
存
在
］
を
思
い

出
し
て
、
そ
れ
と
の
つ
な
が
り
を
回
復

し
、
そ
こ
か
ら
人
と
人
と
が
つ
な
が
り

合
う
多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
を
創
り

た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

カ
タ
カ
ム
ナ
を
学
ん
で
い
る
先
生
方

は
最
近
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

私
の
関
心
は
意
識
の
使
い
方
で
す
。
特

に
今
日
お
話
し
す
る
よ
う
な
３
＋
１
の

構
造
と
か
、
人
間
の
中
に
［
内
な
る
根

源
（
ア
マ
ナ
）］
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
意

識
を
向
け
て
実
践
的
に
や
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
伝
え
た
い
。

3
＋
1
の
構
造
の
活
用
は
、
自
分
の

内
な
る
神
、
根
源
の
部
分
と
つ
な
が
り

を
深
め
る
上
で
、
本
当
に
方
法
を
示
唆

し
て
い
る
わ
け
で
す
。
直
感
力
が
開
花

し
た
り
、
意
識
を
使
っ
た
癒
し
と
か
夢

実
現
に
活
用
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
も
っ

と
突
き
詰
め
て
行
く
と
、
無
か
ら
有
を

生
み
出
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
で
き
、

そ
れ
を
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」と
は
？

そ
の
基
礎
的
世
界
観

「
カ
タ
カ
ム
ナ
文
献
」
と
は
楢
崎
皐

月
氏
（
1
8
9
9
─
1
9
7
4
）
が
平

十
字
と
い
う
人
か
ら
見
せ
ら
れ
た
巻
物

に
書
か
れ
た
抽
象
図
形
か
ら
な
る
80
個

の
渦
巻
き
図
象
の
こ
と
で
す
。

楢
崎
皐
月
氏
は
そ
れ
を
20
日
か
か

っ
て
手
書
き
で
書
き
写
し
、
以
後
５

年
か
か
っ
て
そ
れ
を
解
読
し
、
後
継

者
の
宇
野
多
美
恵
氏
（
1
9
1
7
─

2
0
0
6
）
と
共
に
、
カ
タ
カ
ム
ナ
文

献
の
解
読
の
成
果
を
『
相
似
象
』
に
発

表
し
て
い
き
ま
し
た
。
楢
崎
氏
お
逝
去

後
も
、
宇
野
氏
は
解
読
を
継
続
し
、
全

部
で
27
冊
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

各
渦
巻
き
は
分
か
り
や
す
い
語
調
で

宇
宙
や
イ
ノ
チ
の
サ
ト
リ
を
説
明
し
た

ウ
タ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
楢
崎
氏
は

「
科
学
が
追
い
つ
く
に
は
、
1
0
0
0

年
は
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
言
っ

て
お
り
ま
す
。
80
首
の
内
、
72
首
ま
で

の
解
読
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
（
第
16

号
2
0
0
4
年
）。�

楢
崎
皐
月
氏
に
よ
る
と
、「
カ
タ
カ

ム
ナ
潜
象
物
理
」
と
い
う
の
は
、
上
古

代
（
一
万
年
以
上
前
）
の
ア
ジ
ア
に
存

在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
人
々
が
、
そ
の

非
常
に
高
度
な
直
観
に
よ
っ
て
、
宇
宙

が
発
し
て
い
る
ヒ
ビ
キ
（
波
動
）
を
48

の
音
と
し
て
観
じ
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ヒ
ビ
キ
の
意
味
を
48
の
抽
象
的
な
音
声

府
で
表
現
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
が
こ

の
図
で
し
て
、
真
ん
中
の
十
字
円
の
上

の
半
円
図
か
ら
右
回
転
で

5
首

ヒ
フ
ミ
ヨ
イ

マ
ワ
リ
テ
メ
ク
ル

ム
ナ
ヤ
コ
ト

ア
ウ
ノ
ス
ヘ
シ
レ

カ
タ
チ
サ
キ

6
首

ソ
ラ
ニ
モ
ロ
ケ
セ

ユ
ヱ
ヌ
オ
ヲ

ハ
エ
ツ
ヰ
ネ
ホ
ン

カ
タ
カ
ム
ナ

7
首

マ
カ
タ
マ
ノ

ア
マ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ

タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ

カ
ム
ミ
ム
ス
ヒ

ミ
ス
マ
ル
ノ
タ
マ

と
い
う
よ
う
に
読
み
ま
す
。

�
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彼
ら
は
、
生
命
の
発
生
、
宇
宙
の
変

遷
に
つ
い
て
の
サ
ト
リ
を
子
孫
に
伝
え

る
た
め
、
そ
れ
ら
の
音
声
府
や
図
象
文

字
を
使
っ
て
、
イ
ノ
チ
や
宇
宙
の
物
理

に
つ
い
て
の
サ
ト
リ
を
80
の
渦
巻
き
で

表
し
ま
し
た
。

相
似
象
と
は「
構
造
」の
相
似
性

・�

カ
タ
カ
ム
ナ
の
サ
ト
リ
は
、
イ
ノ
チ

の
働
き
、
自
然
の
働
き
の
「
構
造
」

に
つ
い
て
、
相
似
性
を
観
察
す
る
こ

と
に
基
づ
い
て
い
る
。

・�「
相
似
象
」
と
は
、
要
素
と
要
素
の

結
び
つ
き
方
、
組
み
合
わ
せ
の
在
り

方
、
つ
ま
り
「
構
造
」
が
相
似
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
。

・�

相
似
の
「
構
造
」
で
示
さ
れ
る
も

の
＝
同
じ
よ
う
な
力
の
働
き
、
観

念
、
思
念
、
深
い
意
味
、
象
徴
的
意

味
・�

ミ
ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ
の
全
て
の
レ
ベ

ル
で
、
同
じ
構
造
が
見
い
だ
さ
れ
る

時
、
同
じ
チ
カ
ラ
の
働
き
が
あ
る

「
カ
タ
カ
ム
ナ
」と
い
う
言
葉

現
象
の
背
後
に
は
潜
象
が
内
在
し
、

万
物
万
象
は
カ
ム
か
ら
発
生
す
る
。

つ
ま
り
、
生
命
の
根
源
は
「
カ
ム
」

で
あ
る
こ
と
を
示
す
言
葉
。

・�

現
象
の
背
後
に
は
、「
カ
ム
」
が
遍

満
し
て
い
る
。
万
物
万
象
は
潜
象
の

カ
ム
か
ら
発
生
し
、
カ
ム
が
刻
々
と

イ
ノ
チ
を
供
給
し
維
持
し
て
く
れ
て

い
る
。

・�「
カ
」
と
は
、
カ
ム
の
微
分
量
、
量

子
よ
り
も
は
る
か
に
細
か
い
ナ
ノ
レ

ベ
ル
以
下
の
不
可
視
の
粒
子
。

・�「
カ
タ
」
と
は
、「
カ
」（
潜
象
）
か
ら

現
象
宇
宙
に
分
離
独
立
（
タ
）
し
た

も
の
、
す
な
わ
ち
「
片
」
で
あ
り
、

形
」
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
。

・�「
カ
ム
ナ
」
は
カ
ム
か
ら
何
回
も
何

万
回
も（
ナ
）出
た
モ
ノ
。

「
ア
マ
タ
マ
」（
真
ん
中
の
十
字
円
）は
、

宇
宙
を
表
し
、
周
囲
の
小
円
は
そ
こ
か

ら
カ
ム
の
粒
子
が
浮
上
し
て
く
る
も
の

で
す
。「
ア
マ
タ
マ
」
は
収
縮
と
膨
張

を
繰
り
返
し
て
い
る
の
で
す
が
、
収
縮

し
た
と
き
に
、
小
円
が
ポ
ン
と
出
て
く

る
わ
け
で
す
ね
。
小
円
の
位
置
は
十
字

横
線
の
右
側
に
あ
る
小
円
か
ら
左
回
り

に
「
ヒ
フ
ミ
ヨ
イ
ム
ナ
ヤ
」
と
な
っ
て

お
り
、
イ
ノ
チ
の
発
生
の
プ
ロ
セ
ス
の

意
味
を
小
円
の
位
置
が
表
し
て
お
り
ま

す
。
横
線
は
生
命
系
、
モ
ノ
と
か
物
質

を
表
し
て
お
り
、
縦
線
は
カ
ム
の
力
に

よ
っ
て
イ
ノ
チ
を
供
給
さ
れ
る
こ
と
、

目
に
見
え
な
い
潜
象
か
ら
の
粒
子
が
ポ

ン
と
飛
び
出
し
て
イ
ノ
チ
の
力
を
付
与

し
て
い
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。

「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」が
説
く

宇
宙
の
万
物
万
象
の
最
も
基
本
的
な
性

質（
１
）「
正
反
対
称
性
」

　
「
波
動
性
」（
微
分
性
）［
イ
ザ
ナ
ミ
］

と
、「
粒
子
性
」（
結
球
性
）［
イ
ザ
ナ
ギ
］

と
い
う
正
反
す
る
性
質
が
、
一
つ
の
も

の
に
同
時
に
伴
う
、
と
い
う
こ
と
。

（
２
）「
正
反
の
互
換
重
合
性
」：「
ト
」

「
フ
ト
」

重
合
と
は
、「
状
態
（
目
に
見
え
る

現
実
の
状
態
に
、
潜
態
（
目
に
見
え
な

い
潜
象
の
あ
り
さ
ま
）
が
重
な
り
合
っ

て
い
る
こ
と
」

「
ト
」：
統
合
、
重
合
：
十
の
横
線
→

生
命
や
物
質
系
を
表
し
、
イ
ノ
チ
の
養

い
（
ア
マ
ウ
ツ
シ
）
を
表
す
。
縦
線
は
、

そ
れ
に
刻
々
関
わ
っ
て
、
生
存
を
持
続

さ
せ
て
い
る
カ
ム
の
チ
カ
ラ
の
関
わ
り

（
カ
ム
ウ
ツ
シ
）。

カ
ム
ウ
ツ
シ
、
ア
マ
ウ
ツ
シ
に
よ
っ

て
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
が
発
生
し
、
持
続

し
、
還
元
さ
れ
る
と
い
う
、
カ
タ
カ
ム

ナ
の
根
本
思
想
を
示
す
音
声
府
。

「
フ
ト
」：「
正
」（
サ
ヌ
キ
：
右
廻
り

の
旋
転
）
と
「
反
」（
ア
ワ
：
左
廻
り
の

旋
転
）
の
二
つ
の
チ
カ
ラ
が
出
合
い
、

対
向
の
場
が
で
き
て
、
重
合
（
ト
）
す

る
こ
と
。

ヒ
・
フ
・
ミ
・
ヨ
・
イ
：
生
命
発
生
の

サ
ト
リ

右
図
の
半
円
図
の
右
側
か
ら
「
ヒ
・

フ
・
ミ
・
ヨ
・
イ
」
と
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
半
円
の
横
線
は
粒
子
を
表
し
ま
す
。

右
側
３
つ
の
右
半
円
が
潜
象
系
で
、

「
ヒ
・
フ
・
ミ
」
が
10
の
マ
イ
ナ
ス
33

乗
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
レ
ベ
ル
と

い
う
ふ
う
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

（
続
く
）

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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第
四
六
〇
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

コ
ロ
ナ
禍
の
深
層

　
　
　

講
師　

井い
の

上う
え　

正ま
さ

康や
す

Ｍ
・
Ｄ

�

（
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
名
誉
教
授
）

日　

時　

令
和
3
年
9
月
18
日（
土
）

会　

場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿

講
演
内
容

　

医
学
者
と
し
て
数
多
く
の
実
績
を
も

つ
井
上
正
康
氏
（
医
学
博
士
）
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
」
に
彩
ら
れ
る
現
代
の
世
相
に

向
け
て
率
直
な
発
言
を
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
国
内
外
に
多
大
な
影
響
力
を
も
つ

こ
の
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）
に
、
わ

た
し
た
ち
は
今
後
ど
の
よ
う
に
対
処
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

マ
ス
ク
、
ワ
ク
チ
ン
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
・
・
・
共
有
さ
れ
た
情
報
の
影
響
力

は
大
き
い
で
す
が
、
事
実
か
ら
目
を
そ

ら
す
こ
と
な
く
判
断
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
新
著
「
本
当
は

こ
わ
く
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

井
上
正
康
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
、
医
学
博
士
。

大
阪
市
立
大
学
健
康
科
学
研
究
所
所
長

（
産
業
医
学
）・
現
代
適
塾
塾
長
。

1
9
4
5
年
広
島
県
に
生
ま
れ
る
。
岡

山
大
学
医
学
部
卒
業
。
イ
ン
ド
ペ
ル
シ

ャ
湾
航
路
船
医
を
へ
て
同
大
学
院
修
了

（
病
理
学
、
医
博
）。

１
９
８
０
年A

lbert�Einstein

医
科
大

学
内
科
学
准
教
授
。

１
９
８
２
年T

ufts

大
学
医
学
部
教
授

（
分
子
生
物
学
）お
よ
び
熊
本
大
学
医
学

部
教
授（
生
化
学
）。

1
9
9
2
年
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
教

授（
分
子
病
態
学
）。

2
0
1
1
年
同
大
学
特
任
教
授（
脳
科

学
）、
宮
城
大
学
理
事
・
副
学
長
。

2
0
1
3
年
よ
り
健
康
科
学
研
究
所
所

長（
産
業
医
学
）
お
よ
び
大
人
の
学
校

『
現
代
適
塾
』塾
長
。

著
書
に「
ほ
ん
と
う
は
こ
わ
く
な
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」（
方
丈
社
）ほ
か
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
六
一
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

数
字
で
読
み
解
く
ヒ
ト
と
セ
カ
イ
、

ミ
ラ
イ　

～
開
運
の
方
法
と
終

末
期
を
予
測
す
る
Ｎ
Ｐ
波
動
～

　
　
　

講
師　

難な
ん

波ば　

双す
ご

六ろ
く 

氏

日　

時　

令
和
３
年
10
月
16
日（
土
）

会　

場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿

難
波
双
六
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

言
霊
（
こ
と
だ
ま
）
予
知
術
宗
家
。

日
本
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
イ
ン
ト
研
究
所

代
表
。

1
9
8
8
年
マ
レ
ー
シ
ア
を
旅
行

中
、
イ
ン
ド
人
の
経
営
す
る
本
屋
で
西

洋「
ニ
ュ
メ
ロ
ロ
ジ
ー
」の
ル
ー
ツ
が
日

本
の
天
文
学
（
九
星
術
）
で
あ
る
こ
と

を
知
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
「
ナ
ン

バ
ー
ス
コ
ー
プ
」
を
開
発
し
た
。
実
査

（
占
い
）に
よ
り
数
千
件
の
デ
ー
タ
を
集

積
し
て
1
9
9
2
年
「
言
霊
予
知
術
」

（
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
イ
ン
ト
刊
）
を
上

梓
し
た
。
以
後
版
を
重
ね
て
い
わ
ゆ
る

「
占
い
師
の
種
本
」と
も
な
っ
て
い
る
。

「
ダ
ウ
ジ
ン
グ
」
の
分
野
で
は
、
在

米
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ザ
ー
、
故
ビ
ル
・
コ

ッ
ク
ス
氏
と
協
同
で
日
本
初
と
な
る
処

女
水
の
深
井
戸
掘
削
（
1
9
9
5
年
洲

本
市
、
1
9
9
7
年
福
知
山
市
六
十

部
）を
成
功
さ
せ
た
。

著
書
に
「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
イ
ン
ト

の
秘
密
」（
ア
ニ
マ
2
0
0
1
）、「
未

知
の
彼
方
へ
～
神
秘
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真

集
」（
浪
速
社
）、「
直
観
と
環
境
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
」（
ビ
ル
・
コ
ッ
ク
ス
他
と

共
著
、
同
）、「
定
本
・
言
霊
予
知
術
」

（
同
）
ほ
か
。
※
著
者
名
は
和
田
高
幸

も
有
り

論
文
に
「
言
霊
の
解
明
と
セ
ラ
ピ
ー

へ
の
応
用
」、
翻
訳
に
「
構
造
（
テ
ク
ト

ニ
ク
ス
）
地
震
の
性
質
に
つ
い
て
」（
ス

コ
ベ
リ
ン
：
ク
ラ
シ
ノ
ヤ
ノ
ス
ク
地
質

学
研
究
所
）な
ど
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
和
田
高
幸

講
演
内
容

10
月
10
日
は
「
デ
ジ
タ
ル
の
日
」

と
い
う
こ
と
だ
が
、
二
進
法
に
よ
る

「
0
」
と
「
1
」
の
ご
ろ
合
わ
せ
で
あ
ろ

う
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
欠
か
せ

な
い
数
字
や
文
字
は
、
本
源
と
な
る

「
音
」
や
「
象
（
か
た
ち
）」
を
単
純
化
し

た
も
の
で
あ
る
。

文
字
は
「
読
む
」
こ
と
で
「
音
（
声
）」

に
還
元
さ
れ
、
脳
（
と
く
に
左
脳
）
に

よ
っ
て
解
釈
さ
れ
る
。「
音
」
は
や
が

て
「
言
霊
」
と
な
っ
て
、
ユ
ン
グ
の
言

う
「
シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
」（
意
味
の
あ

る
偶
然
の
一
致
）
を
仲
介
す
る
こ
と
に
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な
る
の
だ
が
、
数
字
（
文
字
）
は
も
と

も
と
現
象
の
相
（
す
が
た
）
や
象
（
か

た
ち
）
を
イ
メ
ー
ジ
化
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
現
象
と
イ
メ
ー
ジ

が「
一
致
」す
る
の
が
数
字
で
あ
る
。

「
数
字
」
と
「
イ
メ
ー
ジ
」
が
一
致
す

れ
ば
人
の
性
格
だ
け
で
な
く
、
そ
の

未
来
を
予
測
す
る
こ
と
も
難
し
く
な

い
。
そ
こ
で
数
字
占
い
「
ニ
ュ
メ
ロ
ロ

ジ
ー
」
が
誕
生
し
た
と
推
察
で
き
る
の

だ
。
数
字
は
「
0
」
を
除
け
ば
9
種
類
。

「
1
」
で
始
ま
り
「
9
」
で
終
わ
る
。
毎

年
末
の
締
め
く
く
り
と
な
る
の
が
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
第
九
」（
合
唱
付
）
だ

が
、
こ
れ
に
も
「
9
」
の
数
意
が
隠
さ

れ
て
い
る
。

9
種
類
の
数
字
が
も
つ
そ
れ
ぞ
れ
の

イ
メ
ー
ジ
を
当
て
は
め
て
占
う
の
が
西

洋
ニ
ュ
メ
ロ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
が
、
対
象

と
な
る
数
字
は
一
桁
（
根
数
）
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
「
音
」
を
重
視

す
る
の
で
名
前
の
「
読
み
」（
呼
び
方
）

は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
（
ロ
ー
マ
字
）
で

表
記
す
る
の
が
基
本
だ
。

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
26
文
字
に
は
Ａ
か

ら
順
番
に
1
か
ら
9
ま
で
の
数
値
が
与

え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
合
計
し
て

一
桁
の
数
字
に
す
る
の
が
基
本
だ
。
や

り
方
は
か
ん
た
ん
だ
が
、
占
う
場
合
は

1
か
ら
9
、
そ
れ
ぞ
れ
の
数
字
の
用
法

や
イ
メ
ー
ジ
に
精
通
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
こ
と
し
は
2
0
2
1
年
で
、

2
＋
2
＋
1
→
「
5
」
と
な
る
が
、
昨

年（
2
0
2
0
）の
米
大
統
領
選
で
は
Ｂ

ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
氏
が
勝
利
し
た
。
2
0
2
0

年
代
に
は
「
2
」
の
影
響
が
つ
よ
く
な

る
が
、「Bi

」
に
は
「
2
」
が
絡
ん
で
い

る
こ
と
に
は
お
気
づ
き
だ
ろ
う
。

名
前
や
生
年
月
日
を
数
字
に
お
き
か

え
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
と
も
か
く
、
来

年
、
2
0
2
2
年
を
単
数
化
す
れ
ば
、

2
＋
2
＋
2
→「
6
」と
な
る
。

「
6
」
の
年
に
は
地
震
や
大
災
害
が

発
生
す
る
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
関

東
大
震
災
（
1
9
2
3
）
や
阪
神
淡
路

大
地
震
（
1
9
9
5
）
も
「
6
」
の
年
に

発
生
し
て
い
る
。

太
平
洋
戦
争
へ
の
発
端
と
も
な
っ
た

「
シ
ナ
事
変
」（
1
9
3
2
）
も
同
様
だ

が
、
中
国
の
動
き
に
は
注
意
す
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

世
界
史
の
動
向
だ
が
、
見
逃
せ
な
い

の
は
「
国
名
」
と
「
数
字
」
の
関
係
で
あ

る
。「
言
霊
予
知
術
」
で
は
、
英
語
の

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
表
記
す
る
国
名
を

数
値
化
し
て
判
断
す
る
の
だ
が
、
欧
米

な
ど
概
し
て
キ
リ
ス
ト
教
圏
の
数
字
は

「
1
」、
中
東
な
ど
イ
ス
ラ
ム
圏
の
数
字

は「
9
」と
な
る
。

「
9
・
11
」
の
航
空
機
テ
ロ
事
件
で

明
ら
か
だ
が
、
両
者
は
衝
突
す
る
運
命

に
あ
っ
た
の
だ
。
こ
の
事
件
の
首
謀
者

ラ
デ
ィ
ン
の
潜
伏
先
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
（
１
）
は
い
っ
た
ん
米
国
支
配
と
な

っ
た
が
、
現
在
は
「
イ
ス
ラ
ム
圏
」
の

タ
リ
バ
ン
が
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
。

「
1
」
の
背
後
に
は
「
9
」
が
隠
れ
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
が
、「
2
」（
1
＋

1
）
の
影
響
が
推
測
さ
れ
る
。
独
立

と
従
属
を
繰
り
返
す
「
11
」
に
は
ユ
ダ

ヤ
人
（JEW

＝
11
）
の
存
在
が
見
え
隠

れ
す
る
が
、
い
っ
ぽ
う
ロ
シ
ア
連
邦

（CIS

）の
動
き
に
も
注
意
が
必
要
だ
。

「
未
来
」
は
永
遠
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

だ
が
、
来
年
1
4
0
0
年
忌
を
迎
え

る
聖
徳
太
子
が
書
い
た
「
未
来
記
」
が

四
天
王
寺
（
大
阪
市
）
に
現
存
す
る
と

い
う
噂
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、「
音
」
を
「
観
」
る
「
観

音
」
こ
そ
、「
文
字
」
そ
の
も
の
、
た
と

え
ば
「
五
十
音
図
」
を
示
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
は
、
日
本

語
が
「
音
」
を
重
視
し
て
文
字
を
創
作

し
た
形
跡
が
あ
る
か
ら
だ
。
法
隆
寺
、

「
玉
虫
の
厨
子
」
に
保
管
さ
れ
た
最
高

経
典
が
「
い
ろ
は
歌
」
で
あ
っ
た
と
い

う
話
も
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
各
地
に
あ

る
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
「
十
一
面
観
音

像
」は
い
っ
た
い
何
を
語
る
の
か
。

聖
徳
太
子
の
誕
生
日
は
1
月
1
日
、

命
日
は
2
月
22
日
で
あ
る
。
古
代
ギ
リ

シ
ャ
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
教
団
を
源
と
す
る

「
薔
薇
十
字
会
」
や
「
フ
リ
ー
メ
イ
ソ

ン
」
な
ど
い
わ
ゆ
る
古
来
の
「
秘
教
集

団
」
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
「
カ
バ
ラ
」

や
「
ゲ
マ
ト
リ
ア
」
な
ど
の
文
献
で
は
、

「
11
」が
特
別
な
数
字
と
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
昨
今
の
「
終
活
ブ
ー
ム
」

を
背
景
と
し
て
、
終
末
期
を
予
測
す
る

「
Ｎ
Ｐ
波
動
」
に
つ
い
て
、
作
曲
家
バ

ッ
ハ
の
事
例
を
も
と
に
解
説
し
た
い
。

生
後
、
左
右
の
大
脳
が
最
大
限
に
解

放
さ
れ
た
状
態
（
Ｎ
Ｐ
）
に
お
け
る
満

年
齢
の
数
値
を
１
周
期
と
す
る
「
運
命

波
動
」
を
描
け
ば
、「
終
末
期
」
は
あ
る

程
度
予
測
可
能
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

「
言
霊
」（
数
霊
）
の
語
る
未
来
は
、
奥

深
い
―
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

１
件
に
つ
き　

二
五
〇
〇
円

�

（
送
料
含
む
）

※
御
注
文
は
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

左
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）に
、「
2�

0
※
※
年

○
月
○
○
○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」

と
記
し
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま

す
。
2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

offi
ce21

@
psij.m

ail-box.ne.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

　

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

　

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
7
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

秋
山�

佳
胤�

氏

「�

私
た
ち
の
存
在
の
本
質
に
つ
い
て
、

波
動
的
、
物
質
的
視
点
か
ら
考
え
る
」

◎
2
0
1
7
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

池
川�

明�

氏

「
子
供
達
の
出
産
前
の
記
憶
が
教
え
て

　

く
れ
る
こ
と
」

「
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」

生
れ
る
前
の
記
憶
を
持
っ
て
い
る
子
供

た
ち
と
、
た
い
わ
士
の
南
山
み
ど
り
さ

ん
の〝
た
い
け
ん
ト
ー
ク
会
〟

◎
2
0
1
7
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

大
高�

ゆ
う
こ�

氏

「
自
分
も
知
ら
な
い
自
分
と
出
会
う

　

―
夢
の
チ
カ
ラ
」

　

講
師　

小
林�

敦�

氏

「
人
類
の
存
亡
を
分
け
る
も
の
」

◎
2
0
1
7
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

石
川�

允
朗�
氏

「
健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
を
科
学
的

　

と
心
霊
的
、
そ
し
て
Ｓ
Ｗ
Ⅱ
に
つ
い

　

て
の
実
演
」

◎
2
0
1
7
年
10
月
第
26
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
Ａ
Ｉ
を
乗

　

り
越
え
る
の
は
？�A

I

［
人
工
知
能
］�

　

vs�PSI

［
サ
イ
能
力
］」

◎
2
0
1
8
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

篠
浦�

伸
禎�

氏

「�

覚
醒
下
手
術
か
ら
始
ま
る
統
合
医
療
」

◎
2
0
1
8
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師�

七
沢�

智
樹�

氏
、
杉
山�

彰�

氏

「
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
が
拓
く
未

　

来
」

◎
2
0
1
8
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

由
井�

寅
子�

氏

「�

体
・
心
・
魂
を
三
位
一
体
で
治
癒
に

導
く�

未
来
の
医
学
『
Ｚ
Ｅ
Ｎ
ホ
メ

オ
パ
シ
ー
』
」

◎
2
0
1
8
年
7
月
本
部
例
会

　

講
師　

清
水�

浦
安�

氏

　
　
　
　

愛
宕�

な
み�

氏

「
天
界
に
帰
還
し
た
中
村
天
風
先
生
が

　

今
の
日
本
人
に
伝
え
た
い
こ
と
」

◎
2
0
1
8
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

秋
山�

眞
人�

氏

「
40
年
余
の
宇
宙
文
明
コ
ン
タ
ク
ト
か

　

ら
判
っ
て
き
た
こ
と
、
異
星
人
と
意

　

識
」

◎
2
0
1
8
年
10
月
第
27
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
水
と
健
康
」

◎
2
0
1
9
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

東
中
川�

徹�

氏

「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
は
何
か
？
」

◎
2
0
1
9
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師�

佐
々
木�

茂
美�

氏

　

佐
藤�

禎
花�

氏　

苗�

鉄
軍�

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
最
近
に
つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

小
久
保�

秀
之�

氏

「
マ
イ
ク
ロ
Ｐ
Ｋ
現
象
の
発
生
メ
カ
ニ

　

ズ
ム
に
つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

志
賀�

一
雅�

氏

「
脳
波
と
バ
ン
ア
レ
ン
帯
と
の
共
鳴
に

　

つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
10
月
第
28
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」

◎
2
0
2
0
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

ア
マ
ナ（
呉
清
恵
）�

氏

「�『
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
』
を
基
に
し

た
生
命
創
造
の
基
礎
構
造
（
仮
説
）

に
よ
る
意
識
体
ゼ
ロ
化
を
可
能
に
す

る
ヒ
ー
リ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド
」

◎
2
0
2
0
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

山
崎�

正
男�

氏

「�

多
能
性
幹
意
識
の
誘
導
に
よ
る
超
能

力
の
覚
醒
と
シ
ー
タ
ー
波
の
脳
波

（iPT
�

意
識
）」

◎
2
0
2
0
年
10
月
第
29
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
サ
イ
と
免

　

疫
力
～
ガ
ン
・
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い

　

も
含
め
て
～
」

◎
2
0
2
1
年
10
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する。無理は禁物である。気長に-----長い時
間をかけて、徐々にすすめる。

具体的には、腕時計を外し、バンドを緩め、
椅子に腰かけ、背もたれから背中はなす。

静かな、ゆったりした落ち着いた雰囲気内
で、腕が重い、腕が重い、------とし、次に、
足が重い、足が重い、------、腕が温かい、腕
が温かい、------とし、次に、足が温かい、足
が温かい、------と、続ける。初心者は、パソ
コンの、net（動画）を利用するとよい。

最後に「終了動作」をする。意識はボーと
してボケ老人の状態であるが、両手を強く､
グウー、パーをする。強く背伸びをする、等。
------催眠から覚める事。
　この時の、願い事は、------目隠しをして、
非肉眼で、物が見える様に------これは、非常
に難しい。

（2）脳の機能には、コンとハクがある。
昔から言われているが、コンは移動型、ハク
は固定型である。さらに、脳は、意識、変性
意識状態（ASC）、無意識（フロイド）、統合
的無意識（ユング）、に分けられている。意
識は、昼間の働いている時。無意識は夜の
眠っている時である。

（3）変性意識状態（ASC）は、別にトランス
とも言われており、この脳波になった時に、
非肉眼でも、外界の物が見えることになる。

6 ）意識体の形成要素
（1）意識体は、実験者の先祖に関係したオー
ブ（陰陽サイspin対）を出現させる方が良い。

（2）守護霊（ガイド）形成にも、実験者の先祖
に関係した陰陽サイspin対を使う方が、よ
り容易である。つまり、身内に関係した「サ
イ（気）のspin対」を集める事が、ガイド（守
護霊）をつくる場合に、より容易である。し
たがって、初心者は（3）先祖に関係した意識
体をガイドにする事が望まれる。

7 ）体外にある意識体
（1）「サイ（気）」は、変性意識状態（ASC）時
に、意念の指示に従って体外に放出されてい
る。そして、体外に有る真オーブに付着して、
意識体を形成し、視覚をもつ事に成る。この

実証を述べる。
（2）透視時の光は、電磁波類似で、向こう側
から照射してくる（山下裕人テスト）。そして、

（3）複雑な物質を見る場合には、向こう側か
らみている。-------つまり「鏡面像」に見てい
る、------（理由として）上下は正像であるが、
左右は逆になる（念写と透視時の福来友吉実
験、佐々木茂美実験、において）。

（4）ミクロ念写「（念球」時には、光は、向こ
う側からやってきて、向こう側に帰っていく

（清田益章テスト）。
（5）念写のごく初期の芽状の点念写像は、向
こう側からやってくる。または上から下に
やってくる【川崎利夫、佐藤禎花、佐々木茂
美のテスト時】。

（6）本稿では、主として、体外の宇宙空間に
「意識」が、充満して存在しいる事の実証に
ついて述べた。

【注釈】
（1）福来友吉先生は（1910）年に「念写と透視」
を発見した。そして、｛念｝は願いをもった
エネルギーであり、時間や空間を超えて、宇
宙全体に広く拡散している。と主張した

（2）量子脳理論で有名な英国、ロジャー・ペ
ンローズ（1931 -現在）は2020年のノーベル
物理学賞を受賞した。ニューロンを通る電子
信号が量子ゆらぎを発生させ、ニューロンか
らは、波動となって溢れ出て、その総体が意
識であるとした。また空間自体には量子的な
性質があり、人間の意識は重力から生まれる
とした。さらに、量子化した意識は、死後に
は生体を離れて宇宙に拡散してゆくと主張し
ている。

本研究に先行して宮内力、福田豊、両先生
の実験がある。ご指導戴いた品川次郎先生に
お礼申し上げます。
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数は下がり、8〜6Hz近くの変性意識状態
（ASC）になる。同時に、目隠しをして、非
肉眼で、物を見る訓練をする。-------すると、
無意識層からサイ（気）が体外に放出される。
このサイ（気）は近赤外線領域に存在してい
る（1.38eV）、そこで、近赤外線ランプを点
灯させて撮影する。すると、真オーブは、撮
影されてこない、フラッシュを焚いて撮影し
た時にのみ撮影できる。つまり、この時に
は、零場が形成されて、サイ現象が生起して
くる。

3 ）体外に形成される意識体
はじめに、真オーブの形成を述べる。体外

の空間にあるオーブにサイ（気）を加算させ
て意識体を造る。実験の要点は現象の再現性
を得る事にある。夜になり、ベランダに出て、
キリフキでキリを空中に散布させて、これを
デジカメでフラッシュ撮影する（例えば、連
続して30回以上）。これを、毎晩、毎晩、実
施する。これを20日以上も続ける。すると
雨粒（円形、表情は無い、偽オーブ）が写っ
た後に、円形の真オーブが写るようになる。
真オーブは円内に模様（ほぼ規則的な曼荼羅
状、非対称干渉縞状等の表情）がある。オー
ブの出現率は、通常は1/150程度であるが、
この方法を用いれば、約1/3程度にまで、上
昇する。つまり再現性がでてくる。なお、こ
のテストは割合に容易であり、誰にでもでき
る。この真オーブにサイ（気）を加算させた
のを、意識体またはガイド（意識体、守護霊）
と呼ぶ。

4 ）サイ（気）を体外に放出する
円形状のオーブ（気）の円内模様を苗鉄軍

博士がカオス解析したところ、低次元決定論
的カオス性のあること、並びに、カオスの
駆動因子はD=1 .9〜2 .3であることが判明し
た。この事から、皮膚の約2個所（チャクラ）
がカオス・アトラクターの駆動因子となって
いる事がわかった。他方、東洋の伝統医学に
よれば、体内には気血の循環と云われるよう
に、陰と陽のサイ（気）が循環しており、約2
個所のチャクラ（皮膚）から「サイ（気）」が放

出されている事を意味している。体内により
良い、より多くのサイ（気）が存在している
事が､ より良い意識体並びにサイ現象を得る
ために必要であろう。

5 ）スカラー波の発生
透視ということで、両眼に目隠しをして、

非肉眼で、外部を見る。これは、体外に、視
覚をもった意識体を形成させることを意味し
ている。経験によると、これは、極めて難し
い。これが出来る様になると、念写等は容易
に可能となる。他方、マクロPK（念力）時に
は、意識と無意識とは拮抗対峙しており、そ
の先端に相殺零ができ、これが超常現象の発
生点になる。相殺零の発生を繰り返して行
うと、スカラー波（縦波）の発生になる。目
隠しをして外界の物を見る時（透視時）、意
念（強く願う）に従って、ついに拮抗対峙の
均衡が破れて（意識と無意識の間の壁が壊れ
て）、体外に、（無意識層から）サイ（気）が放
出される。この時、サイ（気）は、意識の指
示に従って、スカラー波を搬送波として、念
力の対象物に伝送されることになる。

透視の実施であるが、いつも、いつも、毎
日、毎日、続ける。例えば、脳波を下げて、
変性意識体（ASC）付近になり、深い呼吸を
して、吐く息に願い（非肉眼で外部を見る）
を込めて、練習する。一回に5〜10分位程度
でもよい。何回も、何回も、毎日、毎日、毎
日、練習する。すると、体外にサイ（気）が
放出されて、意識体に視覚が生じるようにな
る。ただし、あまり無理をしない様に。頑張
りすぎると、良くない。たとえば1年程度の
練習の後に、見える様になればよい。

【注釈】
（1）シュルツの自律訓練法の併用（応用）を
試みる。これは「マインド・コントロール」
または「自己催眠法」と言われているものと
同一である。最近になると、日本の厚生労働
省の広報（net）でも、リラックス法として、
紹介されている。

具体的には、「ユッタリ」した、遅い、深
い呼吸をする。吐く息に願いを込めて、呼吸
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とほとんど変わらない状態でやれるようにな
らないと駄目ではないかと考える。こうせざ
るを得なかったのはまだ科学の進歩が不十分
だと言わざるを得ないのである。それと新型
コロナウイルスもウイルスである以上初期の
ダイヤモンド・プリンセス号での感染者の増
加傾向から考えても空気感染が主流と考える
のが常識ではないかと考える。

ところが現在の消毒剤の主流はアルコール
と次亜塩素酸ナトリウムである。共にうがい
をすることも空中噴霧することも出来ない。
そんなことから今主流の消毒剤では空気感染
と言っても適した消毒剤がないためにあえて
飛沫感染を強調したのではないかと疑わざる
を得ないのである。これに対しうがいや空中
噴霧が可能なオゾンやオゾン水、特に強電解
高純度次亜塩素酸水（SO水）のような消毒剤
に対し否定的な情報が大々的に流されたりし
た。最終的には可成り修正はされたが・・・
特にSO水については2003年にSARSコロナ

ウイルスが流行した時に北京の中日友好病院
で2病棟で噴霧実験し共に感染者が出なかっ
た実績があるものである。これらが市場に広
く出回っていたら空気感染防止対策になり、
また院内感染などは可成り防止できたはずで
ある。大変残念な出来事であった。

いずれにせよどんなに良いワクチンが発明
されようが、またどんなに優れた治療薬が開
発されようがウイルスも我々と同様に生き続
けたいのである。そのためにこれからも新種
のウイルスが先に発生し続ける以上我々は自
らの免疫力を高めることが最も重要なことで
あることを忘れてはならない。このことは如
何に医科学が進歩しても少しも変わらないの
である。

最後に新型コロナウイルスに感染され闘病
されている人々に心からお見舞い申し上げる
とともに不幸にしてお亡くなりになられた
方々に対し心からご冥福をお祈り致します。

1 ）はしがき
精神としての「意識」と「物質」としての

｛物｝は異質であって交わる事はない。これ
は、知性・理性としては正しいと言える。し
かし眠りにつき始めると、脳波の周波数は下
がって変性意識状態（ASC）付近（8〜6Hz）
になる。この時、意念（強く、願う）すると、
意識が物質に影響を与える様になってくる。
超心理学やサイ科学等では、ASC時に、各
種の異常現象（例えば、念力・PK）が生起す
ると考えてきた。しかし、マクロＰＫ現象は
まれにしか起きないので、実験的な検討はあ
まり無かった様に思う。筆者らは、体外の空
間にオーブを形成させ、これを意念によって

変形して三日月型の月の念写像を創る実験に
成功している（2018）。そして、これの画像
解析の結果として、念写の原因として、陰陽
サイpin対【光子群】[略称：サイ（気）]が発
見された。本稿は、体内からサイ（気）が放
出されて、意識体を形成する事実について検
討を加えるものである。

2 ）透視の実験
透視とは、肉眼を用いないで物を見る事を

云う。自律訓練法の実験と同時に、透視の実
験を行なう。ゆっくりした遅い（時間のかか
る）呼吸をして、吐く息に願いを込めて（物
が見える）呼吸をする。すると、脳波の周波

サイ（気）は、念力（PK）時に体外に放出されて意識体を造るサイ（気）は、念力（PK）時に体外に放出されて意識体を造る
栗田  慶祐
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るといい「超常現象」とはオーソドックスの
科学では調査または説明が出来ない、あるい
は調査・説明をしようとしない現象と定義し
ている。そして超常現象は人間の思惑には関
係なくとにかく起こるという。しかし筆者は
実際には意識がからんだ超常現象は有るし有
り得ると考える。ところが今のオーソドック
スの科学では客観性や再現性を最重要視する
関係上、意識エネルギーの存在を認めない、
または無視している面がある。したがって編
者が言うオカルトの中には超常現象の範疇に
入るものがあるのではないかと思われる。た
だし本著では超常現象が中心にまとめられて
いる。

全体で8部構成になっており　第1部　信
ずることの力、第2部　心の秘奥。第3部　
霊能の人々、第4部　予測不能の世界、第5
部　ＵＦＯの謎、第6部　霊能力の世界、第
7部　科学の最前線、第8部　死後の世界　
である。

本書は刊行されてすでに30年経過してい
る。この30年間に超常現象がどの程度研究・
解明され進歩・発展したかに関心があり興味
があるのである。

例えば第3部の霊能の人々ではユリ・ゲラ
ーやサイ・ババなど18人が取り上げられて
いる。各人の誕生から実技、業績、世間の反
応などが事細かく紹介されている。しかしユ
リ・ゲラーのスプーン曲げ一つ取り上げて
も、現代科学によるスプーン曲げのメカニズ
ムの解説はない。サイ・ババの空中からのも
のの取り出しについても同様であり生涯のい
ろいろな出来事の詳細な記載はあるが、物の
取り出しのメカニズムの説明や解説はない。
かつての空中からの取り出し物は小物が中心
だったが最近のATB総研の報告では可成り
大きい物、重量のある物、複雑なものが取り
出されている。筆者はこの現象はもう間違い
のない事実と考えるがそれでもまだ信じられ
ない人は信じないと思う。まさに編者が序文
で述べているようにオーソドックスの科学で
は全く説明できない現象であるからである。

このような超常現象の解明にはオーソドッ
クスの科学では全く説明できない現象である

以上ニュートン力学に対する量子力学のよう
な全く新しい概念の科学の創造が不可欠と考
えざるを得ない。

この種の超常現象を説明出来る新しい科学
理論が出来れば現象のメカニズムが分かり応
用が可能になってくる。そうなれば世の中は
大きく変わる可能性が出てくる。まさに日本
サイ科学会の活躍分野である。

昨年来の新型コロナウイルスにより我が国
を始めまさにパンデミック状態が続いた。10
月5日現在我が国では新規感染者数が急減し
第5波が終息し緊急事態宣言も9月末で解除
になった。コロナウイルスのデルタ変異株の
感染力が強くそれによる第5波と考えられた
が、新規感染者の急速な減少はワクチンの接
種率の向上効果だけでは説明が出来ないよう
な減少の仕方である。今後第6波が来るのか
どうか?来るとしたら何時頃どんな形でくる
のか興味深い関心事である。

ところでインフルエンザウイルスによるパ
ンデミックと言えば1918〜1920年にかけて
流行したスペイン風邪が有名で、今から約
100年前の惨事である。当時の世界人口は18
億くらいで感染者数は5億人からで人口の約
28%、死亡者は人口の1〜2％にもなったと
いう。

これに対し今回の新型コロナウイルスによ
る10月5日現在の世界の感染者数は2.2億人、
死亡者数は445万人という報告がある。現在
の世界人口は約78億人で感染者数で2 .8%、
死亡者数で約0.06%になる。100年前のスペ
イン風邪のパンデミックに比べ感染者数で1
桁、死亡者数で2桁少ない。この大きな差は
単純にはこの100年間の科学、特に医科学の
進歩によると考える。

それにしても今回の新型コロナウイルスの
パンデミックで強く感じたのは、上記の結果
は日常生活ではもちろんのこと全産業にわた
りマスクの着用、3密の控え、特に飲食業に
対しては業務や活動が大きく制限されたり中
止したりして達成された結果であり対策法は
100年前とあまり変わらないのではないかと
いうことだった。やはり企業活動がコロナ前
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科学や科学分野には自然科学を始めとして
社会科学あり人文科学その他がある。自然
科学とその他の科学の大きな違いは自然科学
では積み重ねが効くというか出来るというこ
とではないかと考える。前の研究者の研究成
果の上にさらに新しい成果を積み重ねていけ
る。これが科学の進歩であり発展である。こ
れに対し例えば人文科学に属すると思われる
例で言うと、有名なモーツァルトの音楽と優
れたベートーベンの音楽を積み重ねたらもっ
と優れた音楽が出来ても良さそうに思われ
る。しかし実際にはそれが不可能に近くその
人一代で終わりまた新しく始まる。積み重ね
係数がゼロか有っても極めて小さいのであ
る。そのため現在もモーツアルトの曲もベー
トーベンの曲も共に残り引き継がれている。
第1次世界大戦で戦争の悲惨さが良く分かっ
たにもかかわらず第2次世界大戦を起こした。
2回あることは3回あると言われるが第3次
世界大戦が起こらないという保証は何処にも
ないのが現状である。

何分にも積み重ねが効かないために一代で
終わり、また新しく生まれ次の代が始まる。
自然科学以外の科学分野で積み重ねが可能に
なれば人類の未来は大きく変わるし変わり得
ると思う。

日本サイ科学会のサイとは何か、日本サイ

科学会は何を研究し何を守備範囲にしている
のか、あるいは日本サイ科学会は何をすると
ころかと問われた時に明確な回答に窮するこ
とがあるという話を良く耳にして来た。これ
に対し日本サイ科学会はＨＰ上でも述べてい
るように超常現象の研究が一つの大きなター
ゲットと考えている。

ところで最近超常現象をまとめた興味深い
著作に巡りあった。それは今から約30年前、
我が国で1994年に出版された「超常現象の事
典」である。原著は1990年にロンドンのマ
クミラン社より出版されたLynn�Picknett�編
纂の「The�Encyclopedia�of�the�Paranormal、
the�Complete�Guide�to�the�Unexplained」の
関口篤による完訳である。しかし何故か訳本
では事典になっているが原本はEncyclopedia
であり、一般的には「超常現象の百科事典」
になるかと思う。少なくとも原編者のLynn�
Picknett女史は序文で百科事典という視点で
編纂したことをはっきりと述べている。

いわゆる百科事典とは小生以前「水の百科
事典」（丸善1997）の編集に関わった時に水関
係で何か裁判問題などが出たりした時は重要
な参考資料として利用されることがあると言
われたことがある。小文字で2段組600ペー
ジからのもので百科事典というに相応しいボ
リュームである。この序文でLynn�Picknett
は「超常現象」と「オカルト現象」は全く異な

     日本サイ科学会理事長　久保田 昌治
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